
睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

│
│
新
発
見
の
吏
道
書
類
と
の
比
較
を
通
じ
て
│
│佐

藤

達

郎

は

じ

め

に

一
九
七
五
年
に
湖
北
省
雲
夢
県
で
発
見
さ
れ
、
多
く
の
秦
律
を
含
む
こ
と
で
学
界
に
衝
撃
を
与
え
た
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
の
中
に
は
、
整

理
者
に
よ
っ
て
『
為
吏
之
道
』
と
命
名
さ
れ
た
五
一
枚
の
竹
簡
か
ら
な
る
冊
書
が
あ
る
。
そ
の
お
お
よ
そ
の
内
容
は
、
吏
た
る
者
の
心
が

け
を
説
く
も
の
で
、
そ
の
た
め
同
冊
書
は
中
国
に
お
け
る
官
吏
心
得
書
「
官
箴
」
の
濫
觴
と
し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
、
注
目
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
地
方
下
級
官
吏
の
実
務
に
関
わ
る
日
常
的
心
が
け
か
ら
、
先
秦
諸
子
の
思
想
内
容
に
通
ず
る
国
政
論
に
い
た
る
ま
で
複
雑
多

岐
な
内
容
の
た
め
、
そ
の
編
纂
目
的
や
編
纂
主
体
等
に
つ
い
て
は
発
見
当
初
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
様
々
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
近
年
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
持
つ
秦
代
竹
簡
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
│
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
「
吏
道
書
」
と
総
称
す
る
こ

と
に
す
る
│
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
対
照
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
冊
書
の
性
格
に
つ
き
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
始
め
て
い

る
。
す
で
に
中
国
学
界
を
中
心
に
幾
多
に
の
ぼ
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
は
そ
の
驥
尾
に
付
し
、
比
較
検
討
を
通
じ
て
そ
れ
ら

の
編
纂
目
的
や
主
体
を
推
測
し
、
な
ら
び
に
そ
の
背
後
に
想
定
さ
れ
る
秦
の
支
配
の
展
開
に
つ
き
一
定
の
見
通
し
の
手
が
か
り
を
得
よ
う

一



と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
『
為
吏
之
道
』
の
概
要
と
そ
の
性
格
に
関
す
る
諸
説

雲
夢
県
睡
虎
地
十
一
号
秦
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
秦
簡
、
総
計
約
一
二
〇
〇
本
は
、『
為
吏
之
道
』
の
ほ
か
に
、
当
時
こ
の
一
帯
を
統
治

し
た
南
郡
守
が
法
の
徹
底
を
命
ず
る
『
語
書
』、
墓
主
の
獄
吏
「
喜
」
の
生
涯
と
秦
国
の
事
件
を
記
し
た
年
代
記
『
編
年
記
』（
現
在
は

『
葉
書
』
と
呼
ば
れ
る
）、
秦
国
の
法
『
秦
律
十
八
種
』・『
秦
律
雑
抄
』・『
効
律
』、
法
適
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
法
律
答
問
』、
治
獄
手
続
き
事

例
集
『
封
診
式
』、
お
よ
び
占
い
書
『
日
書
』（
甲
種
・
乙
種
）
か
ら
成
る
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
治
獄
の
吏
た
る
墓
主
の
職
掌
に
関
わ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、『
為
吏
之
道
』
も
大
き
く
は
そ
う
し
た
下
級
官
吏
の
執
務
に
関
わ
る
心
得
の
類
と
見
て
間
違
い
な
い
。
な
お

『
編
年
記
』（『
葉
書
』）
は
始
皇
三
十
年
（
前
二
一
七
年
）
で
終
わ
っ
て
お
り
、
墓
主
の
死
去
と
墓
葬
も
そ
の
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
為
吏
之
道
』
は
平
均
約
二
七
㎝
の
竹
簡
上
に
五
段
書
き
で
記
さ
れ
、
段
ご
と
に
横
（
次
簡
）
に
文
章
が
つ
な
が
り
、
上
段
を
読
ん
だ

後
に
先
頭
簡
に
戻
り
次
の
段
へ
と
続
く
形
と
な
っ
て
い
る
。
文
章
を
つ
な
げ
た
形
で
釈
文
﹇
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
一
九
九
〇
、
陳

偉
主
篇
二
〇
一
四
﹈
を
提
示
す
る
と
左
の
よ
う
で
あ
る
。
丸
数
字
は
後
述
の
林
素
清
氏
に
よ
る
段
落
番
号
を
示
す
。

①
●
凡
為
吏
之
道
、
必
精

（
潔
）
正
直
、
慎
謹
堅
固
、
審
悉
毋
（
無
）
私
、
微
密

（
繊
）
察
、
安
静
毋
苛
、
審
当
賞
罰
。
厳
剛

毋
暴
、
廉
而
毋

、
毋
復
期
勝
、
毋
以
忿
怒
夬
（
決
）。
寛
俗
（
容
）
忠
信
、
和
平
毋
怨
、
悔
過
勿
重
。
茲
（
慈
）
下
勿
陵
、
敬
上

勿
犯
、
聴
間
（
諌
）
勿
塞
。
審
智
（
知
）
民
能
、
善
度
民
力
、
労
以
�
（
率
）
之
、
正
以
橋
（
矯
）
之
。
反
赦
其
身
、
止
欲
去
�

（
願
）。

②
中
不
方
、
名
不
章
、
外
不
員
（
円
）。
尊
賢
養
�
、
原

（
野
）
如
廷
。
断
割
不

。
怒
能
喜
、
楽
能
哀
、
智
能
愚
、
壮
能
衰
、

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二



恿
（
勇
）
能
屈
、
剛
能
柔
、
仁
能
忍
、
強
良
不
得
。
審
耳
目
口
、
十
耳
当
一
目
。
安
楽
必
戒
、
毋
行
可
悔
。
以
忠
為
榦
、
慎
前
慮

後
。
君
子
不
病

（
也
）、
以
其
病
病

（
也
）。
同
能
而
異
。
毋
窮
窮
、
毋
岑
岑
、
毋
衰
衰
。
臨
材
（
財
）
見
利
、
不
取
句
（
苟
）

富
、
●
臨
難
見
死
、
不
取
句
（
苟
）
免
。
欲
富
大
（
太
）
甚
、
貧
不
可
得
、
欲
貴
大
（
太
）
甚
、
賎
不
可
得
。
毋
喜
富
、
毋
悪
貧
、

正
行
脩
身
、
過
（
禍
）
去
福
存
。

③
吏
有
五
善
、
一
曰
中
（
忠
）
信
敬
上
、
二
曰
精
（
清
）
廉
毋
謗
、
三
曰
挙
事
審
当
、
四
曰
喜
為
善
行
、
五
曰
龔
（
恭
）
敬
多
譲
。

五
者
畢
至
、
必
有
大
賞
。

④
●
吏
有
五
失
。
一
曰
誇
以

、
二
曰
貴
以
大
（
泰
）、
三
曰
擅
裚
割
、
四
曰
犯
上
弗
智
（
知
）
害
、
五
曰
賎
士
而
貴
貨
貝
。
一
曰

見
民

（
倨
）
敖
（
傲
）、
二
曰
不
安
其

（
朝
）、
三
曰
居
官
善
取
、
四
曰
受
令
不
僂
、
五
曰
安
家
室
忘
官
府
。
一
曰
不
察
所
親
、

不
察
所
親
則
怨
数
至
、
二
曰
不
智
（
知
）
所
使
、
不
智
（
知
）
所
使
則
以
権
衡
求
利
、
三
曰
興
事
不
当
、
興
事
不
当
則
民
㑥
指
、
四

曰
善
言
隋
（
惰
）
行
、
則
士
毋
比
、
五
曰
非
上
、
身
及
於
死
。

⑤
●
戒
之
戒
之
、
材
（
財
）
不
可
帰
、
謹
之
謹
之
、
謀
不
可
遺
、
慎
之
慎
之
、
言
不
可
追
、

之

﹇
之
﹈、
食
不
可
賞
（
償
）。
術

（

）
悐
（
惕
）
之
心
、
不
可
長
。
以
此
為
人
君
則
鬼
、
為
人
臣
則
忠
、
為
人
父
則
是
茲
（
慈
）、
為
人
子
則
孝
、
能
審
行
此
、
無
官

不
治
、
無
志
不
徹
、
為
人
上
則
明
、
為
人
下
則
聖
。
君
鬼
臣
忠
、
父
茲
（
慈
）
子
孝
、
政
之
本

（
也
）、
志
徹
官
治
、
上
明
下
聖
、

治
之
紀

（
也
）。

⑥
●
除
害
興
利
、
茲
（
慈
）
愛
万
姓
。
毋
罪
毋
（
無
）
罪
、
可
赦
。
孤
寡
窮
困
、
老
弱
独
轉
、
均
�
（
徭
）
賞
罰
、
�
（
傲
）
悍
�

暴
、
根
（
墾
）
田
人
（
仭
）
邑
、
賦
斂
毋
（
無
）
度
、
城
郭
官
府
、
門
戸
関
龠
（
鑰
）、
除
陛
甬
道
、
命
書
時
会
、
事
不
且
須
、
貰

責
（
債
）
在
外
、
千
（
阡
）
佰
（
陌
）
津
橋
、

屋
蘠
（
墻
）
垣
、
溝
渠
水
道
、
犀
角
象
歯
、
皮
革
橐
（
蠧
）
突
、
久
刻
職
（
識
）

物
、
倉
庫
禾
粟
、
兵
甲
工
用
、
楼
椑
矢
閲
、
槍
閵
（
藺
）
環
殳
、
比
（
庇
）
臧
（
蔵
）
封
印
、
水
火
盗
賊
、
金
銭
羽
旄
、
息
子
多

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

三



少
、
徒
隷
攻
丈
、
作
務
員
程
、
老
弱
�
（
癃
）
病
、
衣
食
饑
寒
、
稾
靳
�
（
瀆
）、

（
漏
）
屋
塗
�
（
塈
）、
苑
囿
園
池
、
畜
産
肥

�
（

）、
朱
珠
丹
青
。
臨
事
不
敬
倨
驕
毋
（
無
）
人
、
苛
難
留
民
、
変
民
習
浴
（
俗
）、
須
身
旞
（
遂
）
過
、
興
事
不
時
、
緩
令
急

徴
、
夬
（
決
）
獄
不
正
、
不
精
於
材
（
財
）、
法
（
廃
）
置
以
私
。

⑦
●
処
如
資
（
斎
）、
言
如
盟
、
出
則
敬
、
毋
施
当
、
昭
如
有
光
、
施
而
喜
之
、
敬
而
起
之
、
恵
以
聚
之
、
寛
以
治
之
、
有
厳
不
治
。

与
民
有
期
、
安
騶
而
歩
、
毋
使
民
懼
。
疾
而
毋

、
簡
而
毋
鄙
。
当
務
而
治
、
不
有
可

。
労
有
成
既
、
事
有
幾
時
。
治
則
敬
自
頼

之
、
施
而
息
之
。
�
而
牧
之
、
聴
其
有
矢
、
従
而
賊
（
則
）
之
、
因
而
徴
之
、
将
而
興
之
、
雖
有
高
山
、
鼓
而
乗
之
。
民
之
既
教
、

上
亦
毋
驕
、
孰
道
毋
治
、
発
正
乱
昭
。
安
而
行
之
、
使
民
望
之
。
道
㑥
（
易
）
車
利
、
精
而
勿
致
、
興
之
必
疾
、
夜
以
椄
（
接
）

日
。
観
民
之
詐
、
罔
服
必
固
。
地
脩
城
固
、
民
心
乃
寧
。
百
事
既
成
、
民
心
既
寧
、
既
毋
後
憂
、
従
政
之
経
。
不
時
怒
、
民
将
姚

去
。

⑧
長
不
行
、
死
毋
（
無
）
名
、
富
不
施
、
貧
毋
（
無
）
告
也
。
貴
不
敬
、
失
之
毋
□
、
君
子
敬
如
始
。
戒
之
戒
之
、
言
不
可
追
、
思

之
思
﹇
之
﹈、
某
（
謀
）
不
可
遺
、
慎
之
﹇
慎
之
﹈、
貨
不
可
帰
。

⑨
●
凡
治
事
、
敢
為
固
、
謁
私
図
、
画
局
陳
�
以
為
耤
。
肖
人
聶
心
、
不
敢
徒
語
恐
見
悪
。
凡
戻
人
、
表
以
身
、
民
将
望
表
以
戻

真
。
表
若
不
正
、
民
心
将
移
乃
難
親
。
操
邦
柄
、
慎
度
量
、
来
者
有
稽
莫
敢
忘
。
賢
鄙

嶭
、
禄
立
（
位
）
有
続
孰

上
。
邦
之

急
、
在
�
（
軆
）
級
、
掇
民
之
欲
政
乃
立
。
上
毋
間

、
下
雖
善
欲
独
可
（
何
）
急
。
審
民
能
、
以
賃
（
任
）
吏
、
非
以
官
禄
夬
助

治
。
不
賃
（
任
）
其
人
、
及
官
之

豈
可
悔
。
申
之
義
、
以
�
畸
、
欲
令
之
具
下
勿
議
。
彼
邦
之
�
（
傾
）、
下
恒
行
巧
而
威
故
移
。

将
発
令
、
索
其
政
、
毋
発
可
異
史
（
使
）
煩
請
。
令
数
�
環
、
百
姓
榣
（
揺
）
貳
乃
難
請
。
聴
有
方
、
辨
短
長
、

造
之
士
久
不

陽
。

⑩
●
廿
五
年
閏
再
十
二
月
丙
午
朔
辛
亥
、
○
告
相
邦
、
民
或
棄
邑
居

（
野
）、
入
人
孤
寡
、
徼
人
婦
女
、
非
邦
之
故
也
。
自
今
以

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
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来
、
叚
（
假
）
門
逆
呂
（
旅
）、
贅
壻
後
父
、
勿
令
為
戸
、
勿
鼠
（
予
）
田
宇
。
三

（
世
）
之
後
、
欲
士
（
仕
）
士
（
仕
）
之
、

乃
（
仍
）
署
其
籍
曰
、
故
某
慮
贅
壻
某
叟
之
乃
（
仍
）
孫
。
魏
戸
律
。

●
廿
五
年
閏
再
十
二
月
丙
午
朔
辛
亥
、
○
告
将
軍
。
叚
（
假
）
門
逆
�
（
旅
）、
贅
壻
後
父
、
或
�
（
率
）
民
不
作
、
不
治
室
屋
、

寡
人
弗
欲
。
且
殺
之
、
不
忍
其
宗
族
昆
弟
。
今
遣
従
軍
、
将
軍
勿
恤
視
。
享
（
烹
）
牛
食
士
、
賜
之
参
飯
而
勿
鼠
（
予
）

。
攻
城

用
其
不
足
、
将
軍
以
堙
豪
（
壕
）。
数
奔
命
律
。

⑪
口
、
関
也
、
舌
、
幾
（
機
）
也
。
一
堵
（
曙
）
失
言
、
四
馬
弗
能
追
也
。
口
者
、
関
、
舌
者
、
符
璽
也
。
璽
而
不
発
、
身
亦
毋
薛

（
嶭
）。
人
各
食
其
所
耆
（
嗜
）、
不
�
以
貧
（
分
）
人
、
各
楽
其
所
楽
、
而
�
以
貧
（
分
）
人
。

こ
れ
の
読
解
に
つ
い
て
は
早
稲
田
大
学
秦
簡
研
究
会
に
よ
る
詳
細
な
訳
注
が
あ
る
﹇
早
稲
田
大
学
秦
簡
研
究
会
一
九
八
八
、
一
九
八
九
﹈

の
で
そ
ち
ら
に
譲
る
が
（
た
だ
し
今
日
的
知
見
で
は
修
正
を
要
す
る
点
も
あ
り
、
後
掲
の
書
き
下
し
で
は
必
ず
し
も
同
訳
注
に
は
従
わ
な

い
）、
近
年
、
陳
侃
理
氏
に
よ
り
次
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
﹇
陳
侃
理
二
〇
一
五
﹈。
氏
に
よ
れ
ば
、
従
来
『
語
書
』
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た

計
一
五
本
の
竹
簡
は
編
綴
箇
所
・
出
土
位
置
・
一
簡
の
平
均
文
字
数
と
字
体
か
ら
判
断
し
て
前
後
二
つ
に
分
か
れ
、
つ
な
が
ら
な
い
。
そ

し
て
後
半
は
『
為
吏
之
道
』
の
後
に
接
続
し
、
従
来
『
為
吏
之
道
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
と
『
語
書
』
後
半
部
が
、
全
体
と
し
て
『
語

書
』
の
尾
題
を
持
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
説
は
日
中
の
学
界
で
す
で
に
定
説
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
﹇
海
老
根
二
〇
一
七
、
朱

騰
二
〇
二
三：

p.400

﹈。
た
だ
し
本
稿
で
は
便
宜
上
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
『
為
吏
之
道
』
を
こ
の
呼
称
で
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
な
お
従
来

い
わ
ゆ
る
『
語
書
』
は
一
簡
ご
と
に
一
列
で
縦
に
読
み
、
次
簡
に
つ
な
が
る
形
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
為
吏
之
道
』
は
先
述
の
よ

う
に
五
段
書
き
で
横
に
つ
な
げ
て
読
み
、
従
っ
て
五
段
書
き
の
一
連
の
簡
の
あ
と
に
陳
説
に
従
え
ば
一
列
書
き
の
諸
簡
が
続
く
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
形
式
は
後
述
の
よ
う
に
他
の
吏
道
書
類
に
も
認
め
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
『
語
書
』
後
半
部
釈
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

凡
良
吏
明
法
律
令
、
事
無
不
能

（
也
）、
有
（
又
）
廉

（
潔
）
敦

而
好
佐
上
、
以
一
曹
事
不
足
独
治

（
也
）、
故
有
公
心
、
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有
（
又
）
能
自
端

（
也
）、
而
悪
与
人
辨
治
、
是
以
不
争
書
。
●
悪
吏
不
明
法
律
令
、
不
智
（
知
）
事
、
不
廉

（
潔
）、
毋

（
無
）
以
佐
上
、
緰
（
偸
）
随
（
惰
）
疾
事
、
易
口
舌
、
不
羞
辱
、
軽
悪
言
而
易
病
人
、
毋
（
無
）
公
端
之
心
、
而
有
冒
柢
（
抵
）

之
治
、
是
以
善
斥
（
訴
）
事
、
喜
争
書
。
争
書
、
因
恙
（
佯
）
瞋
目
扼
棺
（
腕
）
以
視
（
示
）
力
、
訏
詢
疾
言
以
視
（
示
）
治
、
誈

�
醜
言

斫
以
視
（
示
）
険
、

強
肮
（
伉
）
以
視
（
示
）
強
、
而
上
猶
智
之

（
也
）。
故
如
此
者
不
可
不
為
罰
。
発
書
、
移

書
曹
、
曹
莫
受
、
以
告
府
、
府
令
曹
画
之
。
其
画
最
多
者
、
常
居
曹
奏
令
・
丞
、
令
・
丞
以
為
不
直
、
志
千
里
使
有
籍
書
之
、
以
為

悪
吏
。

語
書

さ
て
、『
為
吏
之
道
』
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
公
開
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
に
高
敏
氏
が
そ
れ
を
、
法
家
思
想
を
中
心
と
し
つ

つ
道
家
や
儒
家
の
思
想
も
交
え
た
も
の
と
し
て
﹇
高
敏
一
九
七
九
﹈
以
来
、
諸
家
思
想
を
雑
糅
し
た
「
雑
抄
文
書
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
第
五
段
に
別
の
字
体
で
書
か
れ
る
第
九
章
以
下
の
部
分
は
本
来
の
『
為
吏
之
道
』
と
は
別
の
も
の
が
追
加
さ
れ
た

と
解
さ
れ
て
い
る
。
林
素
清
氏
は
断
句
記
号
の
「
●
」
や
、
内
容
・
文
体
上
、
こ
れ
を
前
掲
釈
文
の
よ
う
に
全
部
で
十
一
章
に
分
け
て
お

り
﹇
林
素
清
二
〇
一
三
﹈、
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内
の
数
字
は
簡
番
号
│
段
数
を
示
す
）。

①
第
一
章
「
凡
為
吏
之
道
…
」（
一
│
一
〜
二
三
│
一
）：
吏
た
る
者
の
基
本
道
徳
を
説
く
。
時
に
部
下
を
も
管
理
し
つ
つ
、
民
に
接
す
る

地
方
末
端
機
構
の
官
吏
を
想
定
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。
四
字
一
句
で
押
韻
し
、
識
字
教
材
と
す
る
説
も
あ
る
。

②
第
二
章
「
中
不
方
…
」（
二
四
│
一
〜
五
│
二
）：

第
一
章
と
は
黒
丸
で
区
切
ら
れ
な
い
が
、
林
氏
の
分
析
の
よ
う
に
こ
の
一
章
は
前
と

は
句
造
り
と
韻
律
、
内
容
傾
向
が
異
な
る
。
第
一
章
と
は
異
な
り
一
般
的
な
身
の
処
し
方
に
関
す
る
教
訓
を
含
み
、
必
ず
し
も
吏
た
る
者

の
み
を
対
象
と
し
て
限
ら
な
い
。
整
理
小
組
の
指
摘
﹇
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
一
九
九
〇
﹈
の
如
く
「
中
不
方
、
名
不
章
、
外
不

円
」
は
『
説
苑
』
談
叢
篇
に
同
じ
語
が
見
え
、「
強
梁
不
得
」「
君
子
不
病
」
な
ど
は
『
老
子
』
を
踏
ま
え
る
。

③
第
三
章
「
吏
有
五
善
…
」（
六
│
二
〜
一
二
│
二
）：

吏
た
る
の
基
本
的
心
が
け
を
説
く
。「
五
者
畢
至
必
有
大
賞
」
と
あ
り
、「
賞
」
せ
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簡
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ら
る
べ
き
臣
下
を
想
定
す
る
。

④
第
四
章
「
吏
有
五
失
…
」（
一
三
│
二
〜
三
二
│
二
）：

第
三
章
と
対
を
な
す
。
第
三
章
と
は
異
な
り
三
度
に
わ
た
っ
て
「
五
失
」
を
説

き
、
三
度
目
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
吏
失
が
も
た
ら
す
弊
害
ま
で
説
く
。

⑤
第
五
章
「
戒
之
戒
之
…
」（
三
三
│
二
〜
四
九
│
二
）：

一
般
的
な
君
臣
父
子
の
徳
の
あ
り
方
、
そ
れ
が
「
政
之
本
」「
治
之
紀
」
た
る

（
�
）

こ
と
を
、「
戒
之
戒
之
」「
謹
之
謹
之
」
の
如
き
反
復
命
令
で
強
く
呼
び
か
け
る
。「
以
此
為
人
君
則
鬼
（
恵
）」「
為
人
上
則
明
」
の
よ
う

に
、
人
に
君
た
る
上
級
支
配
階
層
を
も
想
定
対
象
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。

⑥
第
六
章
「
除
害
興
利
…
」（
五
〇
│
二
〜
四
六
│
三
）：

地
方
官
吏
の
具
体
的
な
政
務
を
列
挙
し
、
時
折
そ
の
不
行
き
届
き
を
戒
め
る
。

き
ち
ん
と
し
た
文
意
を
か
な
ら
ず
し
も
な
さ
な
い
。
四
字
句
で
事
物
を
列
挙
す
る
文
体
が
蒼
頡
篇
と
類
似
し
、
識
字
教
材
と
す
る
説
も
あ

る
。
地
方
行
政
の
末
端
に
あ
っ
て
賦
役
徴
収
、
物
資
管
理
、
労
働
管
理
、
決
獄
の
こ
と
な
ど
を
掌
る
吏
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑦
第
七
章
「
処
如
資
…
」（
四
七
│
三
〜
四
三
│
四
）：

書
き
出
し
は
三
字
句
、
そ
の
後
は
四
字
句
で
ほ
ぼ
踏
韻
し
、
警
句
的
に
吏
た
る
者

の
政
務
精
神
を
命
令
調
で
強
く
呼
び
か
け
る
。
寛
恵
の
姿
勢
で
民
に
接
し
、
規
則
を
厳
守
し
て
民
心
を
安
定
さ
せ
適
正
に
使
役
す
る
べ
き

こ
と
を
述
べ
、
地
方
で
民
と
接
す
る
吏
を
想
定
す
る
。

⑧
第
八
章
「
長
不
行
…
」（
四
四
│
四
〜
五
〇
│
四
）：

吏
た
る
者
に
限
ら
ぬ
一
般
的
心
が
け
を
説
く
、
短
い
一
節
で
あ
る
。「
君
子
敬
如

始
」
の
よ
う
に
「
君
子
」
を
も
想
定
す
る
（
こ
の
一
句
は
整
理
小
組
は
指
摘
し
な
い
が
『
荀
子
』
礼
論
篇
「
君
子
敬
始
而
慎
終
」
を
踏
ま

え
る
）。

⑨
第
九
章
「
凡
治
事
…
」（
一
│
五
〜
一
五
│
五
）：

楚
地
の
労
作
歌
「
相
」
の
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
八
首
の
韻
文
。
他
の
箇
所
と
比
べ
通
仮

字
が
多
く
読
み
に
く
い
。
林
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
前
章
ま
で
の
「
吏
」
よ
り
高
位
の
対
象
者
を
想
定
す
る
ら
し
い
こ
と
が
、「
操
邦
柄
」

「
邦
之
急
」「
将
発
令
」
な
ど
の
語
か
ら
も
窺
え
る
。
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⑩
第
十
章
「
廿
五
年
閏
再
十
二
月
…
」（
一
六
│
五
〜
二
八
│
五
）：

戦
国
魏
の
「
魏
戸
律
」「
魏
奔
命
律
」
を
載
せ
る
。
い
ず
れ
も
贅
壻

と
そ
の
子
孫
へ
の
、
任
官
上
の
差
別
的
待
遇
を
定
め
る
。

⑪
第
十
一
章
「
口
関
也
…
」（
二
九
│
五
〜
三
七
│
五
）：

一
般
的
心
得
だ
が
、
と
く
に
為
政
者
の
そ
れ
を
意
識
す
る
よ
う
で
あ
る
。
前
半

は
『
説
苑
』
談
叢
篇
の
文
章
と
一
致
し
、
陳
偉
氏
は
こ
の
種
の
文
献
に
基
づ
い
て
談
叢
が
書
か
れ
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
﹇
陳
偉
二
〇
二

三
﹈。以

上
概
括
し
た
内
容
か
ら
も
、
お
お
よ
そ
全
体
と
し
て
こ
れ
ら
が
官
吏
た
る
者
の
心
得
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た

だ
し
そ
の
全
体
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
国
家
の
側
か
ら
の
官
吏
に
対
す
る
、
い
わ
ば
上
か
ら
の
要
求
で
あ
る
と
見
る
か
、
あ
る
い
は

（
�
）

本
人
自
身
の
吏
た
る
上
で
の
、
い
わ
ば
内
発
的
な
心
得
と
見
る
か
で
解
釈
に
分
岐
が
生
ず
る
。
関
連
し
て
そ
の
文
献
と
し
て
の
性
格
に
つ

い
て
も
、「
識
字
教
材
」﹇
呉
福
助
一
九
八
九
﹈
あ
る
い
は
「
官
吏
の
た
め
の
教
本
」﹇
于
洪
涛
二
〇
一
五
、
陳
松
長
二
〇
二
二
﹈
な
ど

様
々
な
説
が
出
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
ら
幾
多
の
説
に
つ
い
て
は
二
〇
一
四
年
ま
で
の
も
の
は
陳
偉
主
篇
二
〇
一
四
が
包
括
的
に
紹
介
し
、

ま
た
そ
れ
以
後
の
も
の
は
朱
騰
二
〇
二
三
に
詳
し
い
）。
ま
た
さ
ら
に
編
纂
主
体
に
つ
い
て
も
、
六
国
人
の
雑
抄
と
す
る
説
﹇
曹
旅
寧
二

〇
〇
二
な
ど
﹈、
秦
人
の
手
に
な
る
私
的
編
纂
物
と
す
る
説
（
近
年
は
こ
ち
ら
が
有
力
）
ま
で
諸
見
解
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
先
述
の

よ
う
に
近
年
新
た
に
類
似
の
吏
道
書
が
数
種
発
見
さ
れ
、『
為
吏
之
道
』
と
そ
れ
ら
と
の
比
較
検
討
が
可
能
と
な
り
始
め
て
い
る
。
次
に

近
年
発
見
の
三
種
の
吏
道
書
を
紹
介
す
る
。
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二

新
発
見
の
吏
道
書
三
種

（
一
）
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』

二
〇
〇
七
年
、
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が
香
港
の
骨
董
市
場
よ
り
購
入
し
た
総
計
二
二
〇
〇
枚
弱
の
秦
簡
、
い
わ
ゆ
る
岳
麓
秦
簡
は
、
そ

の
過
半
を
占
め
る
秦
律
の
ほ
か
に
判
例
集
『
奏
讞
書
』、
算
数
書
『
数
』、
日
書
、
占
夢
書
な
ど
の
内
容
か
ら
な
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に

「
為
吏
治
官
及
黔
首
」
の
原
題
を
持
つ
計
八
七
枚
の
冊
書
が
あ
る
。
当
初
は
『
官
箴
』
と
命
名
さ
れ
た
が
、
今
日
で
は
こ
の
原
題
に
即
し

た
名
称
で
呼
ば
れ
る
﹇
陳
松
長
二
〇
二
二
﹈。
二
〇
一
〇
年
に
正
式
報
告
書
﹇
朱
漢
民
・
陳
松
長
二
〇
一
〇
﹈
で
そ
の
全
文
が
公
開
さ
れ

て
以
来
、
睡
虎
地
簡
『
為
吏
之
道
』
に
つ
ぐ
類
似
の
簡
冊
と
し
て
注
目
を
集
め
て
き
た
。

本
冊
書
も
『
為
吏
之
道
』
と
同
様
、
全
体
は
三
な
い
し
四
段
書
き
で
横
方
向
に
文
章
が
繋
が
り
、
一
段
を
終
え
る
と
次
の
段
に
続
く
形

と
な
っ
て
お
り
、
整
理
者
の
原
案
の
配
列
で
は
最
後
の
三
枚
が
通
欄
の
一
行
書
き
で
、
総
括
的
文
辞
を
述
べ
る
。
し
か
し
Ｔ
・
シ
ュ
タ
ー

ク
氏
は
二
〇
一
四
年
の
論
文
﹇
史
達
二
〇
一
四
﹈
で
抜
本
的
に
新
た
な
配
列
を
提
示
し
た
。
本
冊
書
は
出
土
状
況
の
不
明
な
盗
掘
簡
で
あ

る
た
め
、
そ
の
公
開
時
の
配
列
は
整
理
者
が
文
脈
か
ら
意
を
以
て
並
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
タ
ー
ク
氏
は
背
面
の
反
印
文
（
巻
物
の

状
態
で
長
年
埋
蔵
さ
れ
た
結
果
、
簡
面
の
文
字
が
他
簡
の
背
面
に
写
っ
た
も
の
）
お
よ
び
劃
線
（
当
時
の
書
写
者
が
簡
の
配
列
を
誤
ら
な

い
よ
う
、
並
べ
た
諸
簡
の
背
面
に
斜
め
の
一
直
線
を
刻
ん
だ
も
の
）
か
ら
一
連
の
簡
を
配
列
し
直
し
、
背
面
に
表
題
を
持
つ
簡
を
最
初
に

（
つ
ま
り
冊
書
は
末
尾
か
ら
巻
き
始
め
、
先
頭
簡
が
裏
向
き
で
一
番
表
に
出
る
）、
ま
た
通
欄
の
三
簡
を
末
尾
で
は
な
く
、
二
簡
を
頭
に
、

一
簡
は
中
間
に
置
き
、
冒
頭
二
簡
と
中
間
の
一
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
冊
書
前
半
部
と
後
半
部
と
の
全
体
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
だ
と
す
る
。
こ
の

一
見
奇
妙
な
配
列
案
は
、
す
で
に
中
国
学
界
で
は
公
式
見
解
と
さ
れ
て
い
る
﹇
朱
騰
二
〇
二
三：

p.407

﹈。
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内
容
に
つ
い
て
は
、
于
洪
涛
氏
が
『
為
吏
之
道
』
と
の
詳
細
な
比
較
を
行
っ
て
お
り
、
両
者
が
多
く
の
部
分
で
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘

す
る
﹇
于
洪
涛
二
〇
一
五
﹈
が
、
後
述
の
よ
う
に
異
な
る
点
も
多
い
。
さ
ら
に
二
〇
二
三
年
出
版
さ
れ
た
『
北
京
大
学
蔵
秦
簡

一
』
で

は
両
者
お
よ
び
後
述
『
従
政
之
経
』
と
の
異
同
を
一
覧
と
し
て
ま
と
め
、『
為
吏
之
道
』
と
『
従
政
之
経
』
が
基
本
部
分
で
ほ
ぼ
一
致
す

る
の
に
対
し
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
で
は
異
な
る
箇
所
の
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
﹇
北
京
大
学
出
土
文
献
与
古
代
文
明
研
究
所

二
〇
二
三
﹈。
本
稿
末
に
も
『
為
吏
之
道
』
と
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
の
対
照
を
掲
げ
た
。

（
二
）
北
京
大
学
蔵
秦
簡
『
従
政
之
経
』

香
港
の
団
体
が
海
外
市
場
よ
り
買
い
戻
し
た
盗
掘
秦
簡
が
二
〇
〇
九
年
に
北
京
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
総
計
約
八
〇
〇
簡
に
上
る
そ
れ
ら

の
中
に
は
、
質
日
（
始
皇
三
十
一
年
・
三
十
三
年
）、
算
数
書
、
日
書
な
ど
多
様
な
内
容
の
書
籍
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、

『
為
吏
之
道
』
と
酷
似
す
る
内
容
の
四
六
枚
か
ら
な
る
冊
書
で
、
当
初
は
同
じ
く
『
為
吏
之
道
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
途
中
の

見
出
し
に
見
え
る
語
よ
り
改
め
て
『
従
政
之
経
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
二
〇
一
二
年
『
文
物
』
に
掲
載
さ
れ
た
概
要
﹇
朱
鳳
瀚
二
〇
一

二
﹈
に
よ
り
そ
れ
が
『
為
吏
之
道
』
と
極
め
て
似
通
っ
た
内
容
・
構
成
を
持
つ
こ
と
は
早
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
全
体
の
写
真
と
釈

文
・
注
釈
が
二
〇
二
三
年
に
正
式
報
告
書
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
﹇
北
京
大
学
出
土
文
献
与
古
代
文
明
研
究
所
二
〇
二
三
﹈。
先
述
の
よ

う
に
同
書
に
は
『
為
吏
之
道
』・『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
の
対
照
表
が
載
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
従
政
之
経
』
は

『
為
吏
之
道
』
の
う
ち
本
来
の
部
分
と
さ
れ
る
第
一
章
〜
八
章
と
、
や
や
出
入
は
あ
る
も
の
の
内
容
は
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
。
形
式

も
約
二
八
㎝
の
簡
に
四
段
書
き
で
横
向
き
に
つ
な
げ
て
書
か
れ
、『
為
吏
之
道
』
の
本
来
部
分
が
第
四
段
ま
で
と
さ
れ
る
こ
と
と
一
致
す

る
。
た
だ
し
順
番
は
異
な
り
、
整
理
者
の
配
列
に
よ
る
と
本
冊
書
は
前
掲
『
為
吏
之
道
』
の
章
番
号
で
い
え
ば
①
②
⑥
⑦
③
④
の
順
番
で

四
段
書
き
に
さ
れ
、
次
に
通
欄
一
行
書
き
で
「
賢
者
」
と
題
さ
れ
る
後
掲
の
一
文
が
三
簡
（
一
簡
目
の
末
字
「
矣
」
の
み
前
簡
第
四
段
頭

睡
虎
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簡
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に
追
い
込
み
で
書
か
れ
る
）
に
わ
た
り
、
つ
い
で
『
説
苑
』
談
叢
と
通
ず
る
一
文
（『
為
吏
之
道
』
二
章
や
十
一
章
と
は
異
な
る
）
を
挟

み
、
そ
の
あ
と
に
⑤
⑪
が
一
行
書
き
で
続
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
林
氏
に
よ
れ
ば
『
為
吏
之
道
』
第
九
章
以
下
は
本
来
の
部
分
で
は
な

い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
同
様
の
吏
道
書
に
十
一
章
が
不
完
全
な
が
ら
採
録
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
見
方
を
改
め
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
整

理
者
の
解
説
に
い
う
。「
由
以
上
睡
虎
地
秦
簡
《
為
吏
之
道
》
与
北
大
秦
簡
《
従
政
之
経
》
結
構
的
対
照
，
可
以
証
実
早
已
為
諸
家
所
指

出
的
，「
為
吏
之
道
」
這
種
題
材
的
簡
文
原
来
絶
非
一
篇
文
義
貫
通
、
体
例
完
整
的
文
章
，
而
是
若
干
篇
文
義
相
近
或
有
関
連
的
文
章
的

雑
抄
，
而
且
雑
抄
的
這
幾
篇
文
章
並
未
有
固
定
的
前
後
順
序
，
篇
数
多
少
亦
未
有
定
規
。」
な
お
、
本
冊
書
は
女
性
の
あ
る
べ
き
・
あ
る

べ
か
ら
ざ
る
像
を
述
べ
た
中
国
最
古
の
女
訓
書
『
教
女
』
と
同
じ
冊
書
に
編
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

後
に
再
び
述
べ
る
。

（
三
）
王
家
台
秦
簡
『
政
事
之
常
』

一
九
九
三
年
、
湖
北
省
江
陵
県
荊
州
鎮
に
て
十
六
基
の
秦
墓
が
発
見
さ
れ
、
う
ち
十
五
号
墓
よ
り
総
計
八
〇
〇
余
枚
の
竹
簡
が
出
土
し

た
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
秦
律
、
日
書
、
易
占
書
『
帰
蔵
』
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
『
政
事
之
常
』
と
呼
ば
れ
る
冊
書
が
あ
る
。

こ
の
表
題
は
、
中
心
部
の
見
出
し
「
員
（
圓
）
以
生
枋
（
方
）、
正
（
政
）
事
之
常
」
の
語
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
い

に
く
現
在
ま
だ
写
真
と
釈
文
は
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
概
要
が
『
文
物
』
一
九
九
五
年
一
期
掲
載
の
発
掘
簡
報
お
よ
び
二
〇
〇
〇
年
の
王

明
欽
氏
に
よ
る
概
述
﹇
王
明
欽
二
〇
〇
〇
﹈
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
み
だ
が
、
そ
の
形
式
は
先
掲
の
吏
道
書
類
と
は
大
き
く
異
な

り
、
六
五
枚
の
簡
か
ら
な
る
（
う
ち
二
簡
は
空
白
）
冊
書
に
三
重
の
同
心
方
形
の
図
が
描
か
れ
、
中
心
部
（
第
一
圏
）
に
先
述
の
見
出
し

語
が
上
下
に
対
称
で
書
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
為
吏
之
道
』
二
章
冒
頭
「
中
不
方
、
名
不
章
、
外
不
円
」（
こ
の
文
は
先
述
の
よ
う
に

『
説
苑
』
談
叢
篇
に
も
見
え
る
）
と
明
ら
か
に
関
連
を
有
す
る
。
そ
の
外
側
（
第
二
圏
）
に
は
『
為
吏
之
道
』
第
七
章
に
ほ
ぼ
該
当
す
る

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
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文
章
が
、
中
心
部
を
頭
に
放
射
状
に
書
か
れ
る
。
最
も
外
側
（
第
三
圏
）
は
同
じ
く
放
射
状
に
書
か
れ
、
第
二
圏
の
内
容
を
敷
衍
説
明
す

る
も
の
で
、
あ
た
か
も
経
書
に
お
け
る
経
（
第
一
圏
）
│
注
（
第
二
圏
）
│
疏
（
第
三
圏
）
の
関
係
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
王
明
欽
氏

は
易
学
や
陰
陽
五
行
説
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
ま
た
李
零
氏
は
「
中
国
最
古
の
昇
官
図
」
と
す
る
﹇
李
零
二
〇
一
一
﹈。
昇
官
図
と
は
一

種
の
双
六
で
、
官
僚
と
し
て
の
昇
進
を
競
う
遊
戯
で
あ
り
、
従
来
は
唐
宋
以
降
の
諸
例
が
知
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
李
氏
は
こ
う
述

べ
る
。「
我
懐
疑
，《
政
事
之
常
》
是
把
《
為
吏
之
道
》
和
《
為
吏
之
道
》
的
説
明
当
卜
問
的
繇
辞
，
主
要
用
途
是
卜
問
官
運
，
作
用
有
如

《
周
易
》
的
卦
爻
辞
，
也
可
視
為
一
種
�
昇
官
図
�。」
す
な
わ
ち
氏
の
推
測
に
よ
れ
ば
『
政
事
之
常
』
は
『
為
吏
之
道
』
の
よ
う
な
吏
道

書
と
は
性
質
を
異
に
し
、
そ
れ
ら
を
元
に
官
僚
と
し
て
の
昇
進
を
占
っ
た
一
種
の
占
卜
書
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

も
後
に
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

四
種
の
吏
道
書
の
比
較
と
そ
れ
ら
の
性
格
の
再
検
討

（
一
）
諸
吏
道
書
の
先
後
関
係

以
上
の
『
為
吏
之
道
』
を
含
め
た
四
種
の
吏
道
書
は
、
出
土
状
況
の
明
ら
か
な
『
為
吏
之
道
』
と
『
政
事
之
常
』
は
い
ず
れ
も
湖
北
省

か
ら
、
盗
掘
簡
で
あ
る
他
の
二
者
も
や
は
り
湖
北
省
か
ら
出
土
し
た
と
推
定
さ
れ
、
い
ず
れ
も
旧
・
楚
の
領
域
に
属
す
る
。
と
く
に
『
為

吏
之
道
』
の
出
土
し
た
雲
夢
県
睡
虎
地
と
『
政
事
之
常
』
の
出
土
し
た
江
陵
県
荊
州
鎮
と
は
直
線
距
離
で
二
三
〇
㎞
ほ
ど
、
比
較
的
近
接

し
た
地
域
で
あ
り
、
秦
代
に
は
い
ず
れ
も
南
郡
に
属
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
岳
麓
簡
の
墓
主
も
一
説
に
は
南
郡
下
の
江
陵
県
の
吏
員
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
﹇
宮
宅
編
二
〇
二
三：

p.5

﹈）。
共
通
す
る
内
容
と
書
式
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
祖
本
の
あ
る
こ
と
は

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
先
に
も
簡
単
に
紹
介
し
た
よ
う
に
よ
う
に
各
文
献
間
で
章
レ
ベ
ル
の
出
入
も
あ

睡
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り
、
共
通
の
祖
本
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
文
献
か
ら
も
雑
抄
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
編
纂
の
時
期
的
順
序
に
つ
い
て
、
朱
鳳
瀚
氏
は
北
大
簡
『
従
政
之
経
』
↓
睡
虎
地
簡
『
為
吏
之
道
』
↓
岳
麓
簡
『
為
吏
治
官

及
黔
首
』
の
順
を
想
定
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
『
為
吏
之
道
』
四
章
の
「
五
失
」
が
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
で
は
よ
り
詳
細
に
述
べ
ら
れ

る
こ
と
を
以
て
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
発
展
を
指
摘
す
る
﹇
朱
鳳
瀚
二
〇
一
二
﹈。
し
か
し
一
方
が
他
方
よ
り
詳
細
な
内
容
を
持
つ
こ
と

は
必
ず
し
も
両
者
の
間
の
発
展
過
程
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
節
略
な
ど
の
可
能
性
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
北
大
簡
に
『
秦

始
皇
三
十
三
年
質
日
』
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
む
し
ろ
『
従
政
之
経
』
を
『
為
吏
之
道
』
よ
り
後
の
成
書
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
に
の
み
用
い
ら
れ
る
「
黔
首
」
の
語
は
確
か
に
始
皇
二
十
六
年
の
天
下
統
一
の
際
に
「
民
」
に
代
え
て
採
用

さ
れ
た
も
の
で
、
故
に
同
冊
書
が
始
皇
二
十
六
年
以
後
、
吏
道
書
四
種
の
中
で
は
最
晩
期
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
（
岳
麓
簡
の

中
に
は
『
三
十
五
年
質
日
』
が
含
ま
れ
る
ゆ
え
墓
葬
年
代
は
前
二
一
二
年
を
降
る
）
が
、
別
テ
キ
ス
ト
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
際
に
民
↓
黔

首
へ
と
書
き
改
め
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
文
献
と
し
て
の
成
立
年
代
を
解
く
鍵
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
。
一
方
、
于
洪
涛
氏
は
『
為

吏
之
道
』
六
章
の
中
段
「
孤
寡
窮
困
…
」
を
、『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
に
お
け
る
委
細
な
業
務
叙
述
の
「
摘
抄
」
と
す
る
﹇
于
洪
涛
二
〇

一
五：

p.37

﹈
よ
う
に
後
者
を
前
者
に
先
立
つ
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
「
発
展
」
を
論
ず
る
朱
鳳
瀚
氏
の
説
と
は
反

す
る
。
た
だ
し
于
氏
が
い
う
よ
う
に
後
者
の
毎
句
が
前
者
に
比
べ
、
前
後
緊
密
に
論
理
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は
お
よ
そ
見

え
ず
、
本
稿
末
に
掲
げ
る
両
者
の
対
照
か
ら
も
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
は
『
為
吏
之
道
』
の
各
章
を
断
片
的
に
随
所
に
散
在
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
か
つ
『
為
吏
之
道
』
と
ほ
ぼ
同
一
構
成
の
『
従
政
之
経
』
が
存
在
す
る
以
上
、
む
し
ろ
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』

の
無
秩
序
さ
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
対
照
に
示
し
た
よ
う
に
『
為
吏
之
道
』
二
章
と
五
章
に
そ
れ
ぞ
れ
当
た
る
部
分
が
『
為
吏
治
官

及
黔
首
』
で
は
分
散
し
て
離
れ
た
箇
所
に
記
さ
れ
、
か
つ
五
章
の
一
部
を
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
で
は
中
央
部
の
通
欄
一
行
書
き
の
総
括

文
と
し
て
採
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
、『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
は
『
為
吏
之
道
』
と
共
通
す
る
文
献
か
ら
適
宜
抜
粋
、
別
系
統

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
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の
文
献
も
交
え
て
再
編
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
王
家
台
『
政
事
之
常
』
の
第
一
圏
「
経
」
部
分
は
先
述
の
よ
う
に
『
為
吏
之
道
』
七
章
に
ほ
ぼ
当
た
る
ゆ
え
、
両
者
は
同
様
の
文

献
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
上
で
そ
れ
を
敷
衍
し
た
『
政
事
之
常
』
第
二
圏
「
注
」・
第
三
圏
「
疏
」
は
『
為
吏
之
道
』
で
は

捨
象
さ
れ
た
か
、
も
し
く
は
『
政
事
之
常
』
で
そ
の
後
独
自
に
注
疏
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
先
述
の
よ
う
に

『
政
事
之
常
』
中
心
部
の
見
出
し
語
は
『
為
吏
之
道
』
二
章
の
冒
頭
と
表
現
・
内
容
的
に
密
に
連
関
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
両
者
は
同
種
の

文
献
を
出
典
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
、
原
典
で
は
「
円
は
以
て
方
を
生
ず
」
な
る
肯
定
表
現
の
あ

と
に
「
中
、
方
な
ら
ず
ん
ば
名
章
わ
れ
ず
、
外
は
円
な
ら
ず
」
と
の
否
定
表
現
（
こ
れ
も
あ
る
い
は
「
経
」
た
る
前
者
に
対
す
る
「
注
」

で
あ
ろ
う
か
）
が
続
き
、『
政
事
之
常
』
は
前
半
部
を
、『
為
吏
之
道
』
お
よ
び
『
説
苑
』
談
叢
は
後
半
部
を
そ
れ
ぞ
れ
切
り
取
っ
た
上

で
、
そ
こ
に
独
自
に
（
他
か
ら
採
っ
た
）
文
を
付
け
加
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
李
零
氏
は
『
政
事
之
常
』
を
「『
為
吏

之
道
』
と
そ
の
説
明
を
以
て
占
辞
に
当
て
た
も
の
」
と
推
測
す
る
が
、
そ
う
し
た
先
後
関
係
と
し
て
捉
え
る
よ
り
も
、
両
者
に
共
通
の
文

献
の
存
在
を
想
定
し
た
方
が
、
両
者
の
部
分
的
一
致
を
整
合
的
に
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
通
欄
の
意
味
と
性
質

次
に
、『
政
事
之
常
』
を
除
く
三
種
の
吏
道
書
に
お
け
る
通
欄
一
行
書
き
の
部
分
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
『
従

政
之
経
』
は
末
尾
に
、『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
は
冒
頭
と
中
間
に
そ
れ
ぞ
れ
通
欄
の
一
行
書
き
で
文
章
が
記
さ
れ
、
い
ず
れ
も
総
括
文
と

し
て
全
体
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
為
吏
之
道
』
に
『
語
書
』
後
半
部
の
一
行
書
き
の
文
章
が
続
く
な
ら
、
こ

の
部
分
も
同
様
の
性
格
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
冒
頭
第
八
七
簡
の
内
容
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。
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此
治
官
黔
首
及
身
之
要
也
與
。
它
官
課
有
式
、
令
能
最
。
欲
毋
殿
、
欲
毋
罪
、
皆
不
可
得
。
欲
最
之
道
把
此
。（
此
れ
官
・
黔
首
及

び
身
を
治
む
る
の
要
な
る
か
な
。
它
は
官
課
に
式
有
り
、
能
く
最
た
ら
し
め
よ
。
殿
毋
き
を
欲
し
、
罪
毋
き
を
欲
す
る
も
、
皆
な
得

可
か
ら
ず
。
最
を
欲
す
る
の
道
は
此
を
把
れ
。）

于
洪
涛
氏
は
こ
の
総
括
文
に
基
づ
き
、
本
冊
書
が
単
純
な
道
徳
教
材
で
は
な
く
人
事
評
価
（「
官
課
」）
上
の
必
読
教
本
で
あ
っ
た
と
し

﹇
于
洪
涛
二
〇
一
五
﹈、
ま
た
朱
騰
氏
は
こ
の
総
括
文
よ
り
、
人
事
評
価
で
優
等
を
得
る
べ
く
律
令
を
遵
守
し
政
務
に
精
勤
す
る
こ
と
が
冊

書
前
半
の
趣
旨
で
あ
っ
た
と
す
る
﹇
朱
騰
二
〇
二
三：

p.407

﹈。
こ
の
冊
書
の
み
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
妥
当
な
解
釈
で
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
同
様
の
内
容
を
持
つ
『
従
政
之
経
』
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
冊
書
の
末
尾
は
先
述
の
よ
う
に
一
行
書
き
の
七
本
の

簡
か
ら
な
る
。
そ
の
最
初
に
置
か
れ
る
の
が
「
賢
者
」
と
題
す
る
次
の
文
章
で
あ
る
。

賢
者
自
立
、
猶
日
月
見
也
。
人
之
欲
事
賢
、
如
賤
不
忘
貴
、
貧
不
忘
富
、
為
身
慮
必
不
誤
。
我
心
非
石
、
不
可
転
也
。
我
心
非
席
、

不
可
巻
也
。
君
子
得
賢
士
而
丈
（
杖
）
之
、
猶
乗
良
馬
也
、
賢
士
得
明
上
而
御
之
、
猶
王
華
梁
・
造
父
也
。
既
得
良
馬
、
有
＝
（
又

有
）
良
御
、
道
平
而
下
、
雖
後
起
必
先
舎
。（
賢
者
の
自
ら
立
つ
こ
と
、
猶
お
日
月
の
見
わ
る
る
が
ご
と
き
な
り
。
人
の
賢
に
事
え

ん
と
欲
す
る
こ
と
、
賤
し
き
に
貴
き
を
忘
れ
ず
、
貧
し
き
に
富
み
た
る
を
忘
れ
ざ
る
が
如
く
、
身
が
為
に
慮
れ
ば
必
ず
や
誤
ら
ざ
ら

ん
。
我
が
心
は
石
に
非
ず
、
転
ず
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
我
が
心
は
席
に
非
ず
、
巻
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
君
子
の
賢
士
を
得
て
之
に

杖
ら
ば
、
猶
お
良
馬
に
乗
る
が
ご
と
き
な
り
、
賢
士
の
明
上
を
得
て
之
を
御
す
れ
ば
、
猶
お
王
華
梁
・
造
父
の
ご
と
き
な
り
。
既
に

良
馬
を
得
、
ま
た
良
御
有
ら
ば
、
道
は
平
ら
か
に
し
て
下
り
、
後
に
起
つ
と
雖
も
必
ず
や
先
に
舎
か
ん
。）

こ
こ
で
『
詩
』（

風
・
柏
舟
）
を
援
引
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
君
主
に
よ
る
賢
士
登
用
、
賢
士
に
よ
る
君
主
の
制
御
を
説
く
儒
家
的

尚
賢
思
想
で
あ
る
。
朱
鳳
瀚
氏
も
「
由
字
里
行
間
又
透
露
出
作
者
（
也
許
即
是
此
竹
簡
之
持
有
者
）
本
人
懐
才
而
待
遇
的
心
情
」
と
述
べ

る
﹇
朱
鳳
瀚
二
〇
一
二
﹈。
そ
こ
に
想
定
さ
れ
る
「
賢
士
」
像
は
、『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
総
括
文
に
い
う
よ
う
な
律
令
を
遵
守
し
職
務
に
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精
勤
す
る
組
織
末
端
の
実
務
官
僚
で
あ
る
よ
り
は
、「
明
上
」
の
信
任
の
も
と
に
自
ら
の
才
徳
を
発
揮
す
る
、
国
家
上
層
部
の
重
臣
の
姿

で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
章
に
続
く
の
が
次
の
一
文
で
あ
る
。

吏
（
事
）
者
无
如
実
矣
。
今
蓬
生
枲
中
、
不
蓬
而
枲
、

（
抜
）
而
漚
之
、
蓬
則
毋
有
。（
事
は
実
の
如
き
无
し
。
今

蓬
の
枲
中

ひ
た

に
生
ず
れ
ば
、
蓬
な
ら
ず
し
て
枲
た
り
、
抜
き
て
之
を
漚
せ
ば
、
蓬
は
則
ち
有
る
毋
し
。）

蓬
云
々
は
先
述
の
よ
う
に
『
説
苑
』
談
叢
「
蓬
生
枲
中
、
不
扶
自
直
」
に
通
ず
る
。
全
体
の
文
意
は
お
よ
そ
、
事
物
は
与
え
ら
れ
た
環
境

に
よ
っ
て
如
何
様
に
も
変
わ
り
う
る
と
い
っ
た
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
清
華
楚
簡
『
邦
家
之
政
』
に
見
え
る
「
始
起
得
直
、
曲
者
皆

直
」
と
の
表
現
と
も
通
底
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
に
、『
為
吏
之
道
』
第
五
、
第
十
一
章
（
た
だ
し
十
一
章
は
部
分
の
み
）

の
文
章
が
、
や
は
り
一
行
書
き
で
続
く
の
で
あ
り
、
そ
の
関
係
は
『
為
吏
之
道
』
第
五
章
後
半
が
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
で
は
中
間
の
、

即
ち
シ
ュ
タ
ー
ク
氏
や
朱
騰
氏
に
よ
れ
ば
冊
書
後
半
の
総
序
と
し
て
、
通
欄
一
行
で
書
か
れ
る
こ
と
に
同
じ
い
（
北
大
簡
で
は
こ
の
あ
と

さ
ら
に
同
じ
書
体
・
書
式
で
『
教
女
』
が
続
く
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
少
な
く
と
も
『
為
吏
之
道
』
第
五
章
は
そ
の
構
成

か
ら
言
う
な
ら
総
括
文
で
は
な
く
、
こ
れ
が
『
従
政
之
経
』
の
末
に
一
行
書
き
で
置
か
れ
た
こ
と
に
は
、『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
の
中
間

仕
切
り
文
に
つ
い
て
先
に
述
べ
た
こ
と
と
同
様
、『
従
政
之
経
』
編
者
も
そ
の
編
纂
に
当
た
り
他
文
献
か
ら
適
当
に
文
を
引
用
し
て
末
尾

に
貼
り
付
け
た
、
等
の
事
情
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、『
為
吏
之
道
』
の
後
に
接
続
す
る
と
さ
れ
る
先
掲
の
『
語
書
』
後
半
部
が
や
は
り
一
行
書
き
の
総
括
文
に
当
た
る
と
仮
に
す
る

な
ら
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
の
は
「
明
吏
」
た
る
の
条
件
│
法
を
知
悉
し
公
廉
精
勤
│
と
、
そ
れ
に
反
す
る
「
悪
吏
」
の
数
々
の
条
件
│
法

・
業
務
知
識
や
奉
公
精
神
の
欠
如
、
虚
偽
、
驕
暴
自
恣
、
…
、
そ
し
て
そ
れ
ら
「
悪
吏
」
の
処
罰
を
具
体
的
に
命
ず
る
指
令
で
あ
る
。
こ

と
、
末
尾
の
「
府
は
曹
を
し
て
之
を
書
せ
し
め
よ
」、「
令
丞
は
以
て
不
直
と
為
し
」
な
ど
の
文
言
か
ら
は
、
こ
の
指
令
が
中
央
政
府
か
ら

郡
・
県
へ
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
実
際
に
下
さ
れ
た
下
達
文
書
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
と
に
二
次
的
に
編
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纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
も
ま
た
『
従
政
之
経
』
総
括
文
は
も
と
よ
り
、『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
の
そ
れ
と
比
べ
て
も
些
か
趣
き

を
異
に
す
る
。『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
総
括
文
で
は
吏
自
身
の
昇
進
安
泰
の
た
め
に
「
身
」
の
修
め
方
が
説
か
れ
る
の
に
対
し
、『
語
書
』

後
半
部
で
強
調
さ
れ
る
の
は
「
悪
吏
」
の
事
細
か
な
あ
り
方
や
そ
の
処
罰
の
外
的
規
定
で
あ
る
。
と
も
に
実
務
官
僚
の
あ
る
べ
き
あ
り
方

が
説
か
れ
つ
つ
も
、
片
や
吏
自
身
の
自
発
的
飭
励
、
片
や
中
央
政
府
か
ら
吏
の
所
属
機
関
へ
の
命
令
、
諭
告
の
対
象
が
少
な
く
と
も
表
面

上
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
総
括
文
に
当
た
る
部
分
は
吏
道
書
ご
と
に
全
く
文
章
が
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
趣
旨
に
お
い
て
も
同
一

で
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
部
分
か
ら
冊
書
全
体
の
性
格
や
目
的
を
論
ず
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
先

述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
総
括
文
は
各
吏
道
書
の
編
纂
者
が
、
冊
書
の
趣
旨
に
お
お
よ
そ
叶
い
そ
う
な
文
章
を
、
適
宜
他
書
か
ら
引
用
し
て

貼
り
付
け
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
取
捨
選
択
に
は
編
纂
者
個
々
の
恣
意
が
多
分
に
働
い
て
お
り
、
冊
書
本
体
と

総
括
文
と
の
間
に
は
緊
密
な
論
理
的
連
関
を
穿
鑿
し
な
い
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
三
）
吏
道
書
の
性
格
、
目
的：

と
く
に
日
書
と
の
比
較
を
通
じ
て

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
大
過
な
け
れ
ば
、
改
め
て
こ
れ
ら
吏
道
書
の
性
格
や
目
的
に
つ
い
て
再
考
す
る
余
地
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
本
体
部
分
の
形
式
に
つ
い
て
注
意
し
て
み
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
数
段
書
き
、
段
ご
と
に
横
に
つ

な
げ
て
読
む
不
思
議
な
形
を
と
る
が
、
管
見
の
限
り
こ
の
こ
と
の
意
味
や
理
由
に
つ
い
て
は
従
来
と
く
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
式
は
従
来
、
西
北
辺
境
出
土
漢
簡
の
横
読
式
暦
譜
な
ど
で
知
ら
れ
て
き
た
が
、
実
は
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
甲

種
』
お
よ
び
『
日
書
乙
種
』
の
一
部
と
も
共
通
し
、
こ
れ
ら
の
冊
書
も
数
段
書
き
で
段
ご
と
に
横
に
文
章
が
つ
な
が
る
形
式
を
と
る
。
こ

の
事
実
は
、『
日
書
』
と
『
為
吏
之
道
』
な
ど
吏
道
書
と
が
、
編
者
な
い
し
読
者
（
所
有
者
）
に
と
っ
て
同
様
の
意
義
を
持
っ
た
こ
と
を

睡
虎
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簡
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示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
両
者
と
も
に
楚
地
の
風
俗
と
秦
の
法
治
と
の
折
衷
に
苦
慮
す
る
吏
の
立
場
を
反
映
し
た
、
と
す
る
湯

浅
邦
弘
氏
の
見
解
﹇
湯
浅
一
九
九
九：

pp.319-320

﹈
も
こ
の
際
想
起
し
た
い
。

睡
虎
地
簡
『
日
書
甲
種
』
の
中
に
は
「
吏
」
と
題
さ
れ
る
六
段
書
き
十
枚
の
簡
冊
が
あ
り
、
五
段
目
ま
で
は
同
行
で
縦
に
、
六
段
目
は

横
に
つ
な
げ
て
読
む
こ
れ
ま
た
不
思
議
な
形
で
、
官
吏
の
日
々
時
間
帯
ご
と
の
職
務
上
の
吉
凶
を
記
す
。
こ
の
簡
冊
に
つ
い
て
工
藤
元
男

氏
は
「
こ
の
「
吏
」
に
あ
ら
わ
れ
た
官
吏
の
心
得
は
、「
為
吏
之
道
」
が
国
家
の
側
か
ら
要
請
す
る
公
的
な
�
期
待
さ
れ
る
官
吏
像
�
で

あ
る
の
に
た
い
し
、
官
吏
側
の
本
音
の
部
分
を
あ
ら
わ
に
し
て
」
い
る
と
述
べ
る
﹇
工
藤
一
九
九
八：

p.199

﹈。
こ
れ
が
官
吏
の
日
々
の

生
活
指
針
と
し
て
「
官
吏
側
の
本
音
の
部
分
」
を
示
し
た
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
翻
っ
て
『
為
吏
之
道
』
が
示
し

て
い
る
の
は
「
国
家
の
側
か
ら
要
請
す
る
公
的
な
�
期
待
さ
れ
る
官
吏
像
�」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ

れ
を
編
纂
し
・
所
有
し
た
人
々
に
と
っ
て
そ
れ
が
持
っ
た
意
義
は
、
国
家
か
ら
の
外
的
要
請
で
あ
る
よ
り
も
、
吏
た
る
者
が
つ
つ
が
な
く

官
僚
人
生
を
送
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
彼
ら
自
身
の
内
発
的
要
求
を
満
た
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
『
日

書
』
と
『
為
吏
之
道
』
等
と
を
同
一
の
需
要
に
根
ざ
す
も
の
と
見
て
は
じ
め
て
、
両
者
が
同
一
の
書
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、

の
み
な
ら
ず
同
じ
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
『
政
事
之
常
』
は
『
為
吏
之
道
』
と
も
一
部

同
様
の
文
辞
を
備
え
な
が
ら
、
李
零
氏
は
そ
れ
を
官
途
を
占
う
占
卜
書
と
推
測
し
た
。
李
氏
は
『
為
吏
之
道
』
と
『
政
事
之
常
』
と
の
間

に
性
質
の
違
い
を
想
定
す
る
よ
う
だ
が
、
以
上
の
よ
う
に
見
る
な
ら
所
有
者
に
と
っ
て
両
者
は
本
質
的
に
同
等
の
意
義
を
持
っ
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
先
述
の
よ
う
に
、
北
大
簡
『
従
政
之
経
』
は
女
訓
書
『
教
女
』
と
同
じ
冊
書
に
編
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
草
野
友
子

氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、『
教
女
』
は
官
僚
の
妻
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
﹇
草
野
二
〇
二
二：

pp.460-461

﹈。
官
僚
の
妻
と
し

て
あ
る
べ
き
し
つ
け
を
彼
女
ら
に
施
し
、
官
僚
の
家
庭
生
活
を
円
満
な
ら
し
め
る
こ
と
と
、『
従
政
之
経
』
と
い
う
吏
道
書
を
指
針
に
官

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
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僚
人
生
を
成
功
裏
に
送
る
こ
と
、
こ
の
両
者
は
一
人
の
官
僚
に
と
っ
て
同
等
の
意
義
・
比
重
を
持
っ
た
に
違
い
な
く
、
こ
こ
か
ら
も
吏
道

書
が
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
持
っ
た
意
味
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
書
か
れ
る
内
容
が
吏
に
対
す
る
秦
の
国
家
的
要
請

で
あ
っ
た
と
仮
に
し
て
も
、
編
者
や
所
有
者
は
そ
れ
を
官
僚
人
生
の
た
め
に
い
わ
ば
内
面
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、『
為

吏
之
道
』
の
中
に
第
二
、
八
章
の
よ
う
な
一
般
的
・
抽
象
的
教
訓
、
さ
ら
に
は
秦
に
あ
ら
ざ
る
魏
国
の
律
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
の

理
由
も
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
今
日
、
巷
に
あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
書
に
人
生
指
南
の
格
言
や
著
名
経
営

者
の
社
訓
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
も
、
似
通
う
所
の
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

楚
簡
に
お
け
る
政
治
思
想
書
│
楚
の
貴
族
文
化
と
の
連
続

『
為
吏
之
道
』
第
九
章
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
楚
地
方
の
労
作
歌
の
形
式
を
と
り
、
多
分
に
支
配
層
上
部
の
高
位
者
を
対
象
と
し

て
想
定
す
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
林
素
清
氏
は
、
こ
の
章
が
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
『
従
政
』
や
『
相
邦
之
道
』
と
近
似

（
�
）

す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
氏
は
い
う
、「
為
文
所
勧
諫
的
対
象
似
乎
高
於
第
四
欄
前
的
�
吏
�，
而
比
較
接
近
上
海
博
物
館
蔵
簡
的
《
従

政
》
篇
与
《
相
邦
之
道
》
篇
，
而
与
《
為
吏
之
道
》
的
性
質
稍
異
，
似
為
抄
写
者
将
内
容
相
類
似
的
文
章
，
収
集
之
後
抄
録
完
成
的
」

﹇
林
素
清
二
〇
一
三
﹈。
氏
は
具
体
的
に
ど
の
箇
所
が
類
似
す
る
か
を
明
示
し
な
い
が
、
確
か
に
第
九
章
「
禄
立
（
位
）
有
続
孰

上
（
禄

み
だ

位
に
続
有
れ
ば
孰
か
上
を

さ
ん
や
）」、「
審
民
能
、
以
賃
（
任
）
吏
、
非
以
官
禄
夬
（
史
）
助
治
。
不
賃
（
任
）
其
人
、
及
官
之

豈

可
悔
（
民
の
能
を
審
ら
か
に
し
、
以
て
吏
に
任
ず
、
官
禄
を
以
て
す
る
に
非
ず
し
て
治
を
助
け
し
む
る
な
り
。
そ
の
人
に
任
ぜ
ず
ん
ば
、

官
の

る
る
に
及
ぶ
も
豈
に
悔
ゆ
る
可
け
ん
や
）」
な
ど
の
言
葉
に
は
、
吏
を
任
じ
彼
ら
に
禄
位
を
授
け
る
べ
き
国
家
上
層
部
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、『
相
邦
之
道
』
が
孔
子
と
某
公
（
哀
公
と
さ
れ
る
）
と
の
対
話
で
国
政
を
輔
け
る
べ
き
道
を
説
く
（
わ
ず
か

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
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四
簡
の
み
の
断
簡
で
詳
し
い
内
容
は
不
明
）
こ
と
﹇
戦
国
楚
簡
研
究
会
二
〇
〇
五
﹈
と
も
通
底
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
『
従
政
』
甲

篇
の
一
部
（
馬
承
源
主
編
二
〇
〇
二
の
釈
文
に
よ
る；

異
体
字
や
通
仮
字
は
日
本
の
新
漢
字
に
改
め
た
）
を
挙
げ
る
と
「
従
政
、
敦
五

徳
、
固
三
誓
、
除
十
怨
。
五
徳
、
一
曰
寛
、
二
曰
恭
、
三
曰
恵
、
四
曰
仁
、
五
曰
敬
。
君
子
不
寛
則
無
容
百
姓
、
不
恭
則
無
以
除
屈
、
不

恵
則
無
以
聚
民
、
不
仁
則
無
以
従
政
、
不
敬
則
事
無
成
（
政
に
従
う
は
、
五
徳
を
敦
く
し
、
三
誓
を
固
め
、
十
怨
を
除
く
。
五
徳
は
、
一

に
曰
く
寛
、
二
に
曰
く
恭
、
三
に
曰
く
恵
、
四
に
曰
く
仁
、
五
に
曰
く
敬
。
君
子
寛
な
ら
ず
ん
ば
則
ち
以
て
百
姓
を
容
す
無
く
、
恭
な
ら

ず
ん
ば
則
ち
以
て
辱
を
除
く
無
く
、
恵
な
ら
ず
ん
ば
則
ち
以
て
民
を
聚
む
る
無
く
、
仁
な
ら
ず
ん
ば
則
ち
以
て
政
に
従
う
無
く
、
敬
な
ら

ず
ん
ば
則
ち
事
は
成
す
無
し
）」
の
よ
う
に
親
民
官
の
心
得
と
し
て
寛
・
恭
・
恵
・
仁
・
敬
の
五
徳
を
強
調
し
、
こ
れ
は
『
為
吏
之
道
』

第
七
章
に
「
言
如
盟
、
出
則
敬
、
毋
施
当
、
昭
如
有
光
、
施
而
喜
之
、
敬
而
起
之
、
恵
以
聚
之
、
寛
以
治
之
、
有
厳
不
治
。
与
民
有
期
、

ゆ
る

安
騶
而
歩
、
毋
使
民
懼
（
言
い
て
は
盟
う
が
如
く
、
出
づ
れ
ば
則
ち
敬
い
、
当
を
施
む
毋
く
、
昭
ら
か
な
る
こ
と
光
有
る
が
如
く
、
施
し

て
之
を
喜
び
、
敬
い
て
之
を
起
て
、
恵
み
て
以
て
之
を
聚
め
、
寛
に
し
て
以
て
之
を
治
め
よ
、
厳
有
れ
ば
治
め
ず
。
民
と
期
す
る
有
り
、

騶
を
安
ん
じ
て
歩
み
、
民
を
し
て
懼
れ
し
む
る
毋
か
れ
）」
と
あ
り
治
民
に
当
た
っ
て
敬
・
恵
・
寛
の
姿
勢
を
説
く
こ
と
と
も
、
趣
旨
に

於
い
て
通
ず
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
政
治
の
道
を
説
く
楚
簡
思
想
文
献
の
中
に
は
『
為
吏
之
道
』
な
ど
先
秦
吏
道
書
の
一
部
と
趣
旨
を
通
ず
る
も
の
の

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
近
年
公
刊
さ
れ
た
清
華
大
学
蔵
楚
簡
の
中
に
も
、『
邦
家
之
政
』『
邦
家
処
位
』『
治
邦
之
道
』
な
ど

類
似
の
政
治
思
想
書
が
い
く
つ
か
見
い
だ
さ
れ
る
﹇
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
二
〇
一
八
﹈。
整
理
者
の
解
説
の
よ
う
に
、

概
ね
そ
れ
ら
は
儒
墨
道
系
諸
家
の
思
想
を
交
え
尚
賢
主
義
、
質
朴
省
約
の
政
道
を
説
き
、
北
大
簡
『
従
政
之
経
』
総
括
文
が
先
述
の
よ
う

に
儒
家
的
尚
賢
主
義
を
説
く
こ
と
と
も
通
ず
る
内
容
を
持
つ
。
さ
い
わ
い
小
寺
敦
氏
の
詳
細
な
訳
注
が
最
近
出
て
お
り
﹇
小
寺
二
〇
二

二
、
二
〇
二
三
﹈、
こ
こ
で
は
そ
れ
も
参
照
し
つ
つ
、
比
較
的
短
く
欠
字
の
少
な
い
『
邦
家
之
政
』
を
紙
幅
の
都
合
上
書
き
下
し
文
の
み

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二
〇



紹
介
す
る
（
釈
字
は
小
寺
二
〇
二
二
に
従
い
、
異
体
字
や
通
仮
字
は
日
本
の
新
漢
字
に
改
め
た
）。

せ
ま

孔
子
曰
く
、「
…
…
、
邦
家
の
将
に
興
ら
ん
と
す
る
や
、
其
の
君
□
□
□
□
□
、
其
の
宮
室
は
小
卑
に
し
て
以
て
迫
く
、
其
の
器
は

う
す

小
に
し
て
粋
（＝

純
）、
其
の
礼
は
肥
く
し
て
…
…
其
の
楽
…
…
、
其
の
味
は
斉
え
ず
、
其
の
政
は
平
ら
か
に
し
て
苛
な
ら
ず
、
其

は
ず

の
位
は
能
に
授
け
て
外
さ
ず
、
其
の
分
つ
や
均
し
く
し
て
貪
ら
ず
、
其
の
刑
は
易
く
、
邦
に
禁
寡
し
、
其
の
民
は
志
遂
げ
て
直
し
、

ま
こ
と

其
の
君
子
は
文
に
し
て
情
な
り
、
其
の
喪
は
薄
く
し
て
哀
し
、
其
の
鬼
神
は
寡
く
、
其
の
祭
は
時
に
し
て
敬
い
、
其
の
君
は
棟

あ
つ

（
重
）
き
を
執
り
、
父
兄
は
終
要
に
与
り
、
弟
子
は
遠
人
を
摶
め
、
謀
夫
を
納
れ
ず
。
夫
れ
是
く
の
如
ん
ば
、
則
ち
其
の
民
を
視
る

む
く

こ
と
必
ず
や
腸
の
如
く
、
下

其
の
上
を
瞻
る
や
父
母
の
如
く
、
上
下
相
い
復
ゆ
る
な
り
、
是
く
の
如
ん
ば
恒
に
興
る
。
邦
家
の
将

し
ば
し

し
げ

に
毀
た
ん
と
す
る
や
、
其
の
君
は
讒
を
聴
き
て
速
ば
変
り
、
其
の
宮
室
は
坦
大
に
し
て
以
て
高
く
、
其
の
器
は
大
、
其
の
文
章
は
縟

く
、
其
の
礼
は
采
あ
り
、
其
の
楽
は
繁
に
し
て
変
ず
、
其
の
味
は
雑
に
し
て
斉
う
、
其
の
鬼
神
は
庶
多
な
り
、
其
の
祭
は
濫
れ
て
以

そ
こ

て
時
な
ら
ず
以
て
陋
し
、
其
の
政
は
苛
に
し
て
達
せ
ず
、
其
の
刑
は
険
に
し
て

な
い
、
其
の
位
は

民
を
用
い
、
衆
は
脆
く
し
て

す
な
わ

お
そ

焉
ち

れ
、
其
の
民
は
志
に
憂
い
、
其
の
君
子
は
教
に
薄
く
し
て
詐
を
行
い
、
弟
子
は
遠
人
を
摶
め
謀
に
窺
を
争
う
。
是
く
の
如
ん

ば
、
則
ち
其
の
民
を
視
る
こ
と
草
芥
の
如
く
、
下

其
の
上
を
瞻
る
こ
と
寇
讎
の
如
く
、
上
下
に
徳
を
絶
つ
。
是
く
の
如
く
ん
ば
、

其
れ
類
ね
長
し
か
ら
ざ
ら
ん
か
な
。」
と
。
公
曰
く
、「
然
ら
ば
、
邦
家
の
政
は
、
何
を
か
厚
く
何
を
か
薄
く
、
何
を
か
減
じ
何
を
か

彰
わ
し
て
邦
家
は
長
し
き
を
得
る
や
。」
と
。
孔
子
答
え
て
曰
く
、「
丘

之
を
聞
け
り
、
曰
く
、
新
た
な
れ
ば
則
ち
制
せ
ら
れ
、
故

た
す

け
れ
ば
則
ち
傅
け
ら
る
。
始
め
起
る
に
曲
を
得
れ
ば
、
直
き
者
も
皆
な
曲
が
る
。
始
め
起
る
に
直
を
得
れ
ば
、
曲
が
る
者
も
皆
な
直

し
。
前
人
□
□
□
其
則
、
減
ず
る
無
く
彰
わ
す
無
く
、
具
さ
に
其
の
郷
に
処
り
、
人
を
改
む
る
の
事
は
、
時
に
当
る
を
常
と
為

せ
。」
と
。

思
想
的
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
中
国
学
界
の
衆
多
の
説
を
小
寺
氏
が
紹
介
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
孔
子
と
某
公
と
の
対
話

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
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の
形
で
国
家
興
隆
の
契
機
を
賢
才
の
登
用
、
平
均
主
義
、
刑
政
祭
礼
の
簡
易
な
ど
に
求
め
る
こ
の
一
文
に
は
、
儒
家
的
・
墨
家
的
思
想
を

基
調
と
し
つ
つ
「
君
子
」
と
国
家
の
理
想
像
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
楚
系
思
想
簡
は
楚
国
の
貴
族
子
弟
の
教
養
の
糧
と
し
て
読
ま
れ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
﹇
草
野
二
〇
二
二：

p.44

﹈、
盗
掘
簡
で
あ
る
清
華
簡
や
上
博
簡
は
ど
の
よ
う
な
墓
か
ら
出
土
し
た
か
わ
か
ら

な
い
も
の
の
、
同
様
の
思
想
簡
を
多
く
含
む
郭
店
楚
簡
は
楚
の
太
子
に
近
し
い
貴
族
（
太
子
傅
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
の
墓
か
ら
出
土
し

た
と
さ
れ
る
﹇
湖
北
省
荊
門
市
博
物
館
一
九
九
七
﹈。
右
掲
の
『
邦
家
之
政
』
そ
し
て
そ
の
他
『
相
邦
之
道
』
な
ど
の
政
治
思
想
書
も
、

同
じ
く
楚
国
上
層
の
貴
族
に
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。『
為
吏
之
道
』
な
ど
の
吏
道
書
と
上
博
簡
、
清
華
簡
な
ど
の
楚
系

政
治
思
想
書
と
の
類
似
は
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
楚
地
に
伝
え
ら
れ
た
（
そ
れ
ら
が
作
ら
れ
た
地
は
楚
と
は
限
ら
れ
な
い
）
政
治
思
想
書
の

た
ぐ
い
が
吏
道
書
類
の
ソ
ー
ス
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
の
紹
介
の
如
く
『
為
吏
之
道
』
第

八
章
に
「
君
子
敬
如
始
」
と
あ
る
の
は
明
ら
か
に
『
荀
子
』
礼
論
篇
「
君
子
敬
始
而
慎
終
」
に
通
ず
る
表
現
で
、
こ
こ
で
も
「
君
子
」
が

想
定
さ
れ
る
が
、
右
掲
『
邦
家
之
政
』
の
末
「
始
起
得
曲
、
直
者
皆
曲
。
始
起
得
直
、
曲
者
皆
直
」（
小
寺
氏
は
類
似
の
表
現
と
し
て

『
国
語
』
晋
語
六
を
挙
げ
る
）
と
も
、
論
理
・
表
現
上
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
為
吏
之
道
』
に
散
見
す
る
、
国
家
上
層

部
の
「
君
子
」
を
想
定
し
た
箴
言
が
、
楚
地
の
貴
族
層
に
受
容
さ
れ
て
い
た
政
治
思
想
書
に
源
流
を
持
つ
可
能
性
は
低
く
な
い
で
あ
ろ

う
。
先
に
述
べ
た
こ
と
を
繰
り
返
せ
ば
、『
為
吏
之
道
』
第
二
章
（
こ
こ
に
も
「
君
子
」
が
見
え
る
）
と
『
政
事
之
常
』
第
一
圏
と
の
一

致
も
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
継
承
を
想
定
す
る
よ
り
も
、
こ
う
し
た
政
治
思
想
書
か
ら
両
者
が
材
を
取
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。戦

国
の
楚
で
は
貴
族
層
に
よ
る
封
建
的
領
邑
支
配
が
晩
期
ま
で
続
い
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
藤
田
二
〇
〇
五：

pp.225-226

な
ど
﹈。
こ
う
し
た
封
建
領
主
に
よ
る
在
地
支
配
は
前
二
七
八
年
、
秦
将
白
起
の
遠
征
と
郢
都
の
陥
落
、
南
郡
の
設
置
に
よ

っ
て
終
焉
を
迎
え
、
以
後
は
秦
の
郡
県
支
配
が
こ
の
地
に
及
ん
で
い
く
。『
政
事
之
常
』
の
発
見
さ
れ
た
王
家
台
十
五
号
秦
墓
か
ら
は
秦

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二
二



律
も
出
土
し
、
そ
の
遺
物
様
式
は
楚
墓
よ
り
も
睡
虎
地
秦
墓
や
龍
崗
秦
墓
に
近
い
一
方
で
楚
の
文
化
的
特
徴
を
留
め
る
と
さ
れ
﹇
荊
州
地

区
博
物
館
一
九
九
五
﹈、
そ
れ
は
こ
の
地
の
支
配
の
担
い
手
が
楚
の
貴
族
か
ら
秦
吏
へ
と
急
速
に
切
り
替
わ
っ
て
い
く
過
程
を
示
す
も
の

（
�
）

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
郡
県
支
配
の
現
場
を
担
う
秦
吏
た
ち
（
現
地
人
か
秦
人
か
は
ひ
と
ま
ず
措
き
）
の
た
め
に
、

（
�
）

か
つ
て
在
地
支
配
を
担
っ
た
貴
族
層
の
間
に
流
布
し
て
い
た
政
治
思
想
書
、
そ
れ
ら
に
加
え
秦
国
の
律
令
・
詔
勅
や
他
国
の
律
令
を
も
取

り
込
み
つ
つ
、
官
僚
生
活
の
指
針
と
し
て
編
ま
れ
た
の
が
『
為
吏
之
道
』
な
ど
の
吏
道
書
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
そ
こ

に
見
ら
れ
る
秦
国
の
統
治
理
念
と
旧
貴
族
「
君
子
」
に
よ
る
国
政
理
念
、
さ
ら
に
は
『
老
子
』
な
ど
を
援
引
し
た
一
般
的
教
訓
、
こ
れ
ら

の
雑
糅
状
況
に
、
楚
か
ら
秦
へ
の
支
配
の
転
換
を
い
わ
ば
断
面
図
と
し
て
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む
す
び
に
か
え
て

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
吏
道
書
の
編
纂
主
体
は
何
者
な
の
か
。
最
後
に
こ
の
点
を
考
え
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
吏
道
書
の
本
体
部
分
の

書
式
は
日
書
に
通
じ
、
ま
た
目
的
に
お
い
て
も
両
者
に
共
通
す
る
所
の
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
両
者
の
作

成
主
体
や
そ
の
編
纂
・
流
通
過
程
に
つ
い
て
も
、
類
似
の
事
情
を
推
測
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
示
唆
を
与
え
る
の
が
、
日

書
の
作
成
・
配
布
に
関
す
る
海
老
根
量
介
氏
の
見
解
で
あ
る
﹇
海
老
根
二
〇
一
七
﹈。
氏
に
よ
れ
ば
、
戦
国
楚
で
封
君
世
族
ら
貴
族
層
を

対
象
と
し
た
卜
筮
祭
祷
簡
と
は
異
な
り
、
秦
の
日
書
は
市
井
の
占
卜
家
が
占
辞
を
下
級
吏
人
向
け
に
適
宜
編
纂
し
、
わ
か
り
や
す
い
説
明

を
加
え
て
市
で
頒
布
し
た
も
の
だ
と
い
う
。『
為
吏
之
道
』
な
ど
の
吏
道
書
も
同
様
に
、
民
間
に
近
い
人
々
│
王
家
台
『
政
事
之
常
』
に

見
る
ご
と
く
卜
筮
の
知
識
を
有
し
、
諸
子
の
言
に
も
通
ず
る
│
が
識
字
教
材
や
諸
子
の
言
、
楚
地
方
に
流
布
し
た
で
あ
ろ
う
政
治
思
想
書

や
そ
れ
を
元
に
し
た
労
作
歌
、
さ
ら
に
他
国
の
律
令
な
ど
も
適
宜
織
り
交
ぜ
、
下
級
吏
人
層
を
対
象
と
し
て
頒
布
し
た
も
の
で
は
な
い

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二
三



か
。
ま
た
そ
う
し
て
頒
布
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
さ
ら
に
別
の
テ
キ
ス
ト
の
祖
本
と
な
り
、
ゆ
え
に
相
い
似
た
内
容
・
構
成
の
吏
道
書
が
一

帯
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
民
間
に
近
い
人
々
と
は
い
え
、
諸
子
の
学
を
身
に
つ
け
た
上
で
秦
の
統
治
体
制

に
理
解
を
持
ち
、
官
文
書
の
文
言
（『
語
書
』
後
半
な
ど
）
や
さ
ら
に
魏
国
の
律
に
も
通
じ
て
い
た
と
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
知
識
に
ア
ク

セ
ス
し
う
る
環
境
は
官
府
周
辺
を
措
い
て
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
漢
初
の
規
定
で
は
あ
る
が
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
史
律
四
八

二
簡
に
「
大
史
・
大
ト
謹
以
吏
員
調
官
史
・
卜
、
縣
道
官
受
除
事
、
勿
環
」（
大
史
・
大
卜
は
厳
正
に
吏
の
定
員
に
基
い
て
官
府
の
史
・

卜
を
選
考
し
、
縣
道
官
は
受
理
し
て
任
務
に
つ
け
、
差
し
戻
し
て
は
な
ら
な
い
）﹇
冨
谷
編
二
〇
〇
六
に
よ
る
﹈
と
あ
り
、
県
に
は
中
央

の
選
任
派
遣
し
た
史
卜
の
官
の
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
正
規
の
占
卜
官
だ
け
で
は
な
く
、
雑
多
な
方
士
儒
生
の
類

が
賓
客
舎
人
や
弟
子
な
ど
と
し
て
郡
府
県
廷
に
蝟
集
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
蘭
陵
令
荀
況
と
そ
の
弟
子
の
李
斯
・
韓
非
、
沛
令
の

賓
客
呂
公
の
話
な
ど
か
ら
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
吏
道
書
の
編
纂
主
体
も
、
さ
し
た
る
人
文
的
教
養
を
持
た
ぬ
下
級
実
務
官
僚
よ
り

は
、
こ
う
し
た
地
方
社
会
に
蠢
い
て
い
た
江
湖
の
知
識
人
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
鬼
の
字
は
当
初
は
懐
に
通
ず
る
と
さ
れ
て
い
た
が
﹇
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
一
九
九
〇
﹈、
後
述
の
岳
麓
簡
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
に

よ
っ
て
恵
に
通
ず
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
２
）
前
者
の
例
と
し
て
于
洪
涛
二
〇
一
五
や
朱
騰
二
〇
二
三
、
後
者
の
例
と
し
て
余
英
時
一
九
八
七
（pp.173-174

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
３
）
両
書
の
う
ち
、『
従
政
』
が
官
僚
の
実
務
的
心
得
に
重
き
を
置
く
の
に
対
し
、『
相
邦
之
道
』
は
よ
り
上
位
の
宰
相
レ
ベ
ル
を
想
定
す
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
戦
国
楚
簡
研
究
会
二
〇
〇
五
﹈。

（
４
）
睡
虎
地
秦
簡
の
墓
主
「
喜
」
の
出
自
に
つ
い
て
宮
宅
潔
氏
は
秦
人
説
、
楚
人
説
、
両
様
の
説
を
紹
介
す
る
﹇
宮
宅
二
〇
二
一
﹈。

（
５
）
朝
廷
の
下
す
詔
勅
・
律
令
が
吏
道
書
の
素
材
の
一
つ
と
な
っ
た
可
能
性
を
、
筆
者
は
先
に
推
測
し
た
﹇
佐
藤
二
〇
二
三
﹈。

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二
四
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』
二
〇
一
一
年
第
五
期
）

林
素
清

二
〇
一
三
「
秦
簡
《
為
吏
之
道
》
与
《
為
吏
治
官
及
黔
首
》
研
究
」（『
簡
帛
』
第
八
輯
）

馬
承
源
主
編

二
〇
〇
二
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）』
上
海
古
籍
出
版
社

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
（
李
学
勤
主
篇
）
二
〇
一
八
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

八
』
中
西
書
局

史
達
（Thies

Staak

）
二
〇
一
四
「《
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
・
為
吏
治
官
及
黔
首
》
的
編
連
修
訂
」（
黄
海
訳
、『
出
土
文
献
与
法
律
史
研
究
』
第
三
輯
）

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組

一
九
九
〇
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社

王
明
欽

二
〇
〇
〇
「
王
家
台
秦
墓
竹
簡
概
述
」（
艾
蘭
・
邢
文
編
『
新
出
簡
帛
研
究

新
出
簡
帛
国
際
学
術
研
討
会
文
集
』
文
物
出
版
社
）

呉
福
助

一
九
九
四
「〈
為
吏
之
道
〉
宦
学
識
字
教
材
論
考
」（
同
『
睡
虎
地
秦
簡
論
考
』
文
津
出
版
社
）

于
洪
涛

二
〇
一
五
『
岳
麓
秦
簡
《
為
吏
治
官
及
黔
首
》
研
究
』（
花
木
蘭
文
化
出
版
社
）

余
英
時

一
九
八
七
『
士
与
中
国
文
化
』
上
海
人
民
出
版
社

朱
騰

二
〇
二
三
「
吏
道
文
本
与
吏
徳
」（
同
『
六
合
為
家：

簡
牘
所
見
秦
県
治
理
研
究
』
中
西
書
局
、
第
四
章
第
三
節
）

朱
鳳
瀚

二
〇
一
二
「
北
大
蔵
秦
簡
《
従
政
之
経
》
述
要
」（『
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
）

朱
漢
・
陳
長
松

二
〇
一
〇
『
岳
麓
書
院
蔵
竹
簡

一
』
上
海
辞
書
出
版
社

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二
六



『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
シ
ュ
タ
ー
ク
配
列
と
『
為
吏
之
道
』
対
照
（
簡
頭
数
字
は
簡
番
号
、
＝
は
重
文
符
号
、
Ｚ
は
断
簡
を
示
す
）

斜
体＝
①
に
ほ
ぼ
該
当

一
点
鎖
線
傍
線＝

②

〃

点
線
傍
線＝

③

〃

傍
線＝

④

〃

波
傍
線＝

⑤

〃

太
字≒

⑥
に
お
お
ま
か
に
該
当

８７

此
治
官
、
黔
首
及
身
之
要
也
與
興
（
歟
）。
它
官
課
有
式
，
令
能
最
。
欲
毋
殿
，
欲
毋
罪
，
皆
不
可
得
。
欲
最
之
道
把
此
。

８７
背

爲
吏
治
官
及
黔
首

８６

日
視
之
，
簍
（
屡
）
勿
舍
，
風
（
諷
）
庸
（
誦
）
爲
首
，
�
（
精
）
正
守
事
，
勸
毋
失
時
，
攻
（
功
）
成
爲
保
，
審
用
律
令
，
興
利
除
害
，
終
身
母
咎
。

（
欠
簡
あ
り
？
）

７３

Ｚ

□
□
□
□
不
可
歸

７５

�
内
直
（
置
）
繴

城
門
不
密
（
閉
）

老
病
孤
寡

愼
＝
之
＝（
愼
之
愼
之
）
言
不
可
追

７６

塗
漑
（

）
騷
（
掃
）
除

難
開
不
利

芝
（
乏
）
繼
當
巣
（
隟
？
）

謹
＝
之
＝（
謹
之
謹
之
）
某
（
謀
）
不
可
遺

７７

棧
歴
（
櫪
）
浚
除

術

（
樹
）
毋
有

貸
種
食
弗
請

＝
之
＝（

之

之
）
食
不
可
賞

７４

官
中
多
草

橋
陷
弗
爲

行
繇
奴
繇
＝
役

＝
之
＝（

之

之
）
某
（
謀
）
不
可
行

７８

□
不
瀝
除

田
道
衝
術
不
除

寒
者
毋
衣
弗
請

術
（

）
狄
（
惕
）
之
心
不
可
長

５９

水
瀆
不
通

船
隧
毋
廡

路
賦
稍
（
艄
）
賦
毋
�
（

）

臨
財
見
利
不
取
笱
（
苟
）
富

６０

母
池
其
（
？
）
所

深
楫
（
？
）
不
具

家
室
冬
夏
居
田
（
？
）

臨
難
見
死
不
取
句
（
苟
）
免

０７
ｂ

Ｚ

不
居
其
宇
Ｚ

０８

Ｚ

行
者
質
（
滯
）
留

流
﹇
庸
】
□
Ｚ

６１

門
戸
難
開

船
人
不
敬
（
警
）

賈
市
魚
儠
（
獵
）

正
而
行
脩
而
身

６２

關
龠
不
利

治
奴
苑
如
縣
官
苑

它
縣
毋
傳

禍
與

（
福
）
鄰

７２

臧
（
藏
）
盍
不
法

移
徙
上
椯
（
端
）

女
子
之
作

刄
＝
之
＝（
刄
之
刄
之
）
福
之
基
也

７１

㱙
（
朽
）
敗

（
墾
）
靡

案
戸
定
數

紡
織
載
（
裁
）
綘
（
縫
）

可
＝
傷
＝（
可
傷
可
傷
）
過
之
貴
也

６９

責
（
債
）
不
収

（
墾
）
田
少
員

補
褆
治
家

矰
織
（
弋
）
者
百
智
之
長
也

１０
＋
７０

擅
叚
縣
官
器

部
佐
行
田

棄
婦
不
Ｚ

須
臾
者
百
事
之
祖
也

１６
＋
８０

Ｚ
□
不
行

擧
苗
□
不
口

Ｚ
縣
官
宇
不
居

之
不
往
者
萬
世
不
到

８２

□
□
□
□

□
□
□
□

庫
臧
（
藏
）
羽
革

盧
（
慮
）
之
弗
爲
與
已
鈞
（
均
）
也

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二
七



７９

毋
朶
不
年
別

田
徑
不
除

楊
（
煬
）
風
必
謹

故
曰
道
無
近
弗
行
不
到

８１

官

不
備

封
畔
不
正

工
用
必
審

事
無
細
弗
爲
不
成

８３

亡
器
齊
（
齎
）
賞
（
償
）

草
田
不
擧

臧
（
藏
）
盍
（
葢
）
必
法

故
君
子
日
有
茲
＝（
茲
茲－

孜
孜
）
之
志

８４

衡
石
權

（
纍
）

孤
寡
�
（
癃
）
病
當
巣
（
隟
？
）

封
閉
毋
堕

以
去
其
䩱
（
偸
）
也

６５

丈
量
斗
甬
（
桶
）

興
繇
勿
擅

監
視
毋
䩱
（
倫
）

親

（
賢
）
不
杋
（
汎
）
不
欲
外
交

６７

升
�
（
籥
）
不
正

主
吏
留
難

實
官
出
入

擧
事
而
不
意
不
欲
多
聞

０７
ａ
＋
６６

敬
給
縣
官
事

Ｚ

勿
敢
度

事
無
冬
（
終
）
始
不
欲
多
業

６３

衣
聯
弗
補

五
穀
禾
稼

當
監
者

欲
人
敬
之
必
先
敬
人

６４

不
洗
沐
浴

吏
弗
論
治

毋
獨
出

欲
人
愛
之
必
先
愛
人

６８

畜
馬
牛
羊

租
税
輕
重
弗
審

積
�
（
索
）
求
監

�
（
禍
）
所
道
來
毋
云
莫
智
（
知
）
之

２３

�
弗
行

群
盗
亡
人
不
得

廚
氾
毋
〈
搜
〉

２２

苑
水
㱃
（
飮
）
不
利

發
徴
不
盡
不
僂

與
彘
同
宮

１３

毋
薦
毋
草

黔
首
不
田
作
不
孝

發
弩
材
官

２５

Ｚ

出
入
不
時

春
秋
肆
試

２６

兩
毋
所
依

㱃
（
飲
）
食
不
節

謝
室
毋
廡

１９

彘
畜
斗
數

毋
積
聚
畜
産

郭
道
不
治

１８

Ｚ
□
當

數
貰
�
（
酤
）
弗
言

卒
士
不
肅

１１

□
死
〈
列
〉（
裂
）
弗
補

度
稼
得
租

用
兵
不
濕

２０

□
多
草

疏
食
蓄
采
（
菜
）

進
退
不

０１

Ｚ
口
官
中

院
垣
䦼
（
決
）
壞

聽
間
（
諫
）
勿
塞

０２

Ｚ
田

里
中
備
火

審
智
（
知
）
民
能

０３

Ｚ

毋
信

（
讒
）
言

善
度
黔
首
力

０４

□
欲
不
得

苦
言
樂
（
藥
）
也

勞
以
率
之

０５

□
食
不
時

甘
言
毒
也

正
以

之

８５

爲
人
君
則
惠
，
爲
人
臣
【
則
】
忠
，
爲
人
父
則
茲
（
慈
），
爲
人
子
則
孝
，
爲
人
上
則
明
，
爲
人
下
則
聖
，
爲
人
友
則
不
爭
，
能
行
此
，
終

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

二
八



０６

Ｚ
亡
者
身
之
保
也

反
若
其
身

２７

言
毋
作
色

毋
非
（
誹
）
旁
（
謗
）
人

吏
有
五
善

２８

Ｚ
富
毋
驕

安
樂
之
所
必
戒

一
曰
忠
信
敬
上

２９

Ｚ
智
必
問

好
言
塞
責

二
曰
精
廉
無
旁
（
謗
）

３０

毋

官
事

上
交
不
勝
樂

三
曰
學
吏
審
當

３１

多
傷
多
患

下
交
不
勝
憂

四
曰
喜
爲
善
行

３２

毋
多
貰
貸

安
樂
審
祭
（
察
）
之

五
曰
龔
（
恭
）
敬
多
讓

３３

多
言
多
過

擇
人
與
交

五
者
畢
至
必
有
天
當

３４

Ｚ

擇
言
出
之

吏
有
五
失

３５

勿
言
可
復

醜
言
出
惡

一
曰
視
黔
首
渠
驚

３６

疾
言
不
可
悔

勝
人
者
力

二
曰
不
安
其
朝

３７

【
受
】
令
唯
若

自
勝
者
強

三
曰
居
官
善
取

３８

Ｚ
用
時

智
（
知
）
人
者
智

四
曰
受
令
不
僂

３９

㱃
（
飮
）
食
用
節

自
智
（
知
）
者
明

五
曰
安
其
家
忘
官
府

４０

【
衣
】
服

身

�
（
厭
）
忿
止
欲

五
者
畢
至
是
胃
（
謂
）
過
主

４１

戒
之
愼
之

唯
怒
必
顧

吏
有
五
過

４２

人
請
（
情
）
難
智
（
知
）

遇
上
毋
恐

一
曰
誇
而
夬

４３

非
親
勿
親

謹
敬
侍
之

二
曰
貴
而
企

４４

多
所
智

精

（
潔
）
正
直

三
曰
亶
（
擅
）
折
割

４５

Ｚ

愼
謹

（
堅
）
固

四
曰
犯
上
不
智
（
知
）
其
害

４６

莫
（
？
）
親
於
身

審
悉
毋
私

五
曰
間
（
賤
）
士
貴
貨
貝

４７

毋
勞
心

徴
（
微
）
密
咸
祭
（
察
）

吏
有
五
則

４８

毋
棄
親

（
賢
）

安
倩
（
靜
）
毋
苛

一
曰
不
祭
（
察
）
所
親
則
韋
（
違
）
數
至

４９

【
恭
】
敬
毋
亡
（
忘
）

審
當
賞
罰

二
曰
不
智
（
知
）
所
使
則
以
䙮
（
權
）
索
利

５０

毋
喜
細
説

�
（
巌
）
剛
毋
暴

三
曰
擧
事
不
當
則
黔
首
�
指

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
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５１

毋
犯
大
事

廉
而
毋
帒
（
？
）

四
曰
喜
言
隋
（
惰
）
行
則
黔
首
毋
所
比

５２

（
恭
）
敬
讓
禮

復
悔
其
（
期
）
勝

五
曰
善
非
其
上
則
身
及
於
死

５３

敬
長
茲
（
慈
）
少

毋
忿
怒
以
夬
（
決
）

吏
有
六
殆
不
審
所
親

５４

絶
甘
分
少

寛
俗
（
裕
）
忠
信

不
祭
（
察
）
所
使
親
人
不
固

５５

讓
大
受
小

禾
（
和
）
平
毋
惌

同
某
（
謀
）
相
去

５６

合
同
禾
（
和
）
平

悔
過
勿
重

起
居
不
指

５８

行
（
？
）
難
之
所

敬
士
〈
上
〉
勿
犯

�（
徽
）
蝕
（
識
）
不
齊

５７

毋
行
可
悔

茲
（
慈
）
下
勿
淩
（
陵
）

（
漏
）
表
不
審

２４

毋
靡
費

室
屋
聯

（
漏
）

畏
盗
亭
障

０９

智
愛
有
亟

嗇
夫
弗
行

【
士
】
吏
捕
盗

１４

【
卑
】
苙
不
亶

小
男
女
渡
量

徼

不
數

１５

履
�
（
䋽
）
麤
支
（
屐
）

其
能
田
作

要
害
弗
智
（
知
）

１２

臧
（
藏
）
蓋
聯

（
漏
）

奴
婢
莫
之
田

盗
賊
弗
得

２１

塗
漑
（

）
陀
（

）
隋
（
墮
）

牛
饑
車
不
攻
間

亭
障
不
治

１７

當
毛
繕
治

弗
治
以
藍
（
監
）
它
人

求
盗
備
不
具

睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

三
〇


